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「
ゴ
ル
フ
は
理
不
尽
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
。」　
評
論
家　

大
宅
映
子

動
く
支
店　

京
都
支
店

ご
意
見
・
ご
感
想　

編
集
後
記

民
間
金
融
機
関
と
の
連
携

「
民
間
金
融
機
関
と
政
府
系
金
融
機
関
の
協
働
の
意
義
」

 

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
教
授　

家
森
信
善

「
日
本
公
庫
の
総
合
力
を
活
用
し
て
地
方
創
生
の
一
翼
を
担
う
」

 
愛
媛
銀
行
頭
取　

本
田
元
広

創
業
分
野
　
財
務
の
域
を
超
え
て
、お
客
様
に
伴
走
す
る
支
援
を

京
都
信
用
金
庫

新
事
業
・
事
業
再
生
・
海
外
展
開
分
野
　
新
事
業
創
出
、事
業
再
生
の
支
援
で
リ
ス
ク
を
分
担

東
京
大
学
エ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル
／
青
森
銀
行

農
業
分
野
　
農
業
者
の
金
融
機
関
評
価
が
変
わ
っ
た
！ 

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
大
き
い

北
海
道
銀
行

公
庫
へ
の
期
待「
上
半
期
を
振
り
返
り
つ
つ
」　
財
務
副
大
臣　

坂
井 

学

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
を
全
力
サ
ポ
ー
ト

政
策
金
融
あ
れ
こ
れ  

第
6
回

政
策
金
融
機
関
の
活
動
を
調
査
・
研
究
面
か
ら
支
え
る
総
合
研
究
所
に
期
待　

成
城
大
学
経
済
学
部
教
授　

中
田
真
佐
男

Topics

東
北
の
復
興 

新
た
な
ス
テ
ー
ジ「
復
興
・
創
生
」へ

復
興
庁
統
括
官　

吉
田
光
市

シ
リ
ー
ズ 

ま
ち
か
ら
、む
ら
か
ら  

新
潟
市
・
沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街

さ
び
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
商
店
街
が
魅
力
的
な
商
店
街
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

民
間
金
融
機
関
と
の
連
携
に
お
け
る
日
本
公
庫
の
取
り
組
み

　日本公庫は、国の政策のもと、民間金融機関の補完を旨とすることを基本理念
に規定し、多くの民間金融機関との連携を推進している。民間金融機関と政策金
融機関が連携し、両機関のノウハウを組み合わせることで、事業者の方々に多様
なサービスが提供でき、また、民間金融機関が持つ地域の情報と政策融資がつな
がることで、政策の実現がより一層可能になる。また「まち・ひと・しごと創生総合
戦略」においても、地域活性化のために地域の民間金融機関と政策金融機関が
連携することが求められている。

表紙 のはなし
夏になると、田舎の祖母の家の縁側で、家族揃って見物
した花火大会の思い出が甦ってきます。今はビルの谷間
で暮らしているので、花火大会はテレビで観る風物詩になっ
てしまいました。日本人ならではの郷愁さえ感じる夏の夜
の風景を、しばしイラストでお楽しみください。

イラスト：たなかみか
題字：園元伸子（日本公庫 危機対応等円滑化業務部）
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昔
か
ら
運
動
が
好
き
で
ス
ポ
ー
ツ
は
い
ろ
い

ろ
や
り
ま
し
た
が
、ゴ
ル
フ
は
大
学
時
代
に
少

し
か
じ
っ
た
だ
け
。
当
時
は
「
ゴ
ル
フ
は
50
歳

過
ぎ
て
か
ら
で
十
分
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
ほ
ど
真
剣
に
練
習
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、結
婚
し
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら

15
年
間
は
テ
ニ
ス
三
昧
。
土
日
に
な
る
と
、朝

か
ら
日
没
ま
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
て
い
ま
し
た
。

　
50
歳
に
近
づ
い
た
と
き
、た
ま
た
ま
参
加
し

た
パ
ー
テ
ィ
ー
の
ビ
ン
ゴ
大
会
で
フ
ェ
ア
ウ
ェ
イ

ウ
ッ
ド
が
当
た
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は
「
神
様

が
私
に
ゴ
ル
フ
を
始
め
な
さ
い
と
言
っ
て
い

る
！
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
で
す
ね
、

私
が
ゴ
ル
フ
に
ハ
マっ
た
の
は
。

　
理
由
は
、理
不
尽
だ
か
ら
。
テ
ニ
ス
は
練
習

す
れ
ば
上
達
す
る
け
れ
ど
、ゴ
ル
フ
は
い
く
ら

練
習
し
て
も
上
達
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

3
0
0
ヤ
ー
ド
も
5
セ
ン
チ
も
同
じ
一
打
だ

し
、池
ポ
チ
ャ
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
見
事
グ
リ
ー

ン
に
オ
ン
す
る
こ
と
も
あ
る
。
自
己
審
判
だ
か

ら
ス
コ
ア
は
ご
ま
か
せ
る
け
ど
、そ
れ
は
や
ら
な

い
。
こ
の
摩
訶
不
思
議
で
不
公
平
で
理
不
尽

極
ま
り
な
い
と
こ
ろ
が
、ゴ
ル
フ
の
魅
力
で
す
。

　
ゴ
ル
フ
は
一
定
の
ル
ー
ル
の
も
と
、不
公
平
と

理
不
尽
と
不
運
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
プ
レ

イ
で
き
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
人
生

修
養
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、私
は
学
校
教
育
に
ゴ
ル
フ
を
取
り
入

れ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
日
本
の
ゴ
ル
フ
環
境
は
、あ
ま

り
良
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
原
因
の
一
つ

が
、ゴ
ル
フ
が
接
待
の
道
具
と
し
て
定
着
し
た

こ
と
で
す
。
私
の
父
は
生
前
、「
緑
の
待
合
」

と
呼
ん
で
接
待
ゴ
ル
フ
を
揶
揄
し
て
い
ま
し
た
。

豪
華
な
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、高
額
な
フ
ィ
ー
や
会

員
権
、過
剰
な
ド
レ
ス
コ
ー
ド
…
…
。
ま
さ
に

特
権
階
級
の
社
交
場
で
、
ど
ん
ど
ん
敷
居
が

高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
海
外
に
は
、ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
人
格
形
成
と
体
力
向
上
、社
会
教

育
の
推
進
を
図
る
「
ザ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
テ
ィ
」

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、累
計
一
千
万
人

以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
1
年
に
日
本
協
会
も
発
足
し
た
の
で
、

こ
う
し
た
活
動
が
、今
後
日
本
で
も
広
が
っ
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
ゴ
ル
フ
の
裾
野
を
広
げ
、も
っ
と
多
く
の
人

に
“
理
不
尽
な
お
も
し
ろ
さ
”
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
今
、
私
は
そ
ん
な
思
い
で
、
有
志
が

立
ち
上
げ
た
日
本
ゴ
ル
フ
改
革
会
議
の
議
長

を
務
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
な
が
ら
、
日
本
の
ゴ
ル
フ
環
境
を
整
え
、

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
数
を
増
や
す
こ
と
に
尽
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ゴルフは理不尽だからおもしろい。

大宅 映子（おおや えいこ）

東京都出身。評論家。公益財団法人大宅壮一文庫理
事長。1978年から始めたマスコミ活動では、国際問題・
国内政治経済から食文化･子育てまで守備範囲広く活
躍し、大所高所からの視野と切れ味のよいコメントが好
評。（株）西武ホールディングス取締役をはじめ数社の
アドバイザリーボードメンバーも務めている。主な出演
番組はTBSテレビ系『サンデーモーニング』など。著書
も多数。

評論家　大宅 映子（おおや えいこ）

炉辺談話
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公
庫
へ
の
期
待

「
上
半
期
を
振
り
返
り
つ
つ
」

財
務
副
大
臣   

坂
井  

学

寄   稿

　
本
年
4
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、多
く
の

方
々
が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
政
府
は
、迅
速
な
激
甚
災
害
指
定
、補
正
予
算
編
成

を
経
て
、復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力
で
対
応
を
進

め
て
い
ま
す
。
日
本
公
庫
に
は
い
ち
早
く
相
談
窓
口

を
開
設
し
、応
援
人
員
を
派
遣
し
て
被
災
事
業
者
へ

の
出
張
相
談
会
を
開
く
な
ど
親
身
な
対
応
に
努
め
て

い
た
だ
き
、復
興
に
向
け
た
支
援
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
は
、地
域
経
済
や
雇
用
を
通
じ
て
被
災
者
の
生
活

を
支
え
る
中
小
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、生
活
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、資
金
繰
り
支
援
や
事
業
再
建
に
向

け
た
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
5
年
、日
本
公
庫
に

よ
る
被
災
事
業
者
へ
の
融
資
実
績
は
26
万
件
、

4
兆
2
千
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
多
く
の
知

見
を
、復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
生
じ
る
新
た
な
課
題

へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、東
日
本
大
震
災
、熊
本
地
震

と
い
っ
た
経
済
・
社
会
の
環
境
変
化
に
対
し
、近
年
、

政
策
金
融
に
お
い
て
は
金
融
的
手
法
が
極
め
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、そ
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
5
月
に
、日
本
企
業
の
イ

ン
フ
ラ
事
業
に
係
る
海
外
展
開
を
一
層
後
押
し
す
る

た
め
、政
策
金
融
機
関
（
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
）

が
よ
り
積
極
的
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
う
こ
と
を
可

能
と
す
る
法
律
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
今
、ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
は
、未
来
投
資
に
よ
る
生
産
性
革
命
や
地
方

創
生
の
推
進
を
通
じ
、「
経
済
の
好
循
環
」
を
広
く
拡

大
さ
せ
て
い
く
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
段
階
に
あ
り
ま
す

が
、そ
の
要
所
要
所
で
政
策
金
融
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
公
庫
で
は
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

「
稼
ぐ
力
」
の
確
立
や
、攻
め
の
農
林
水
産
業
の
展
開

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
創
業
・
新
事
業
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
・
海
外
展
開
・
農
林
漁
業
・
食
品
産
業
向
け

融
資
を
中
心
に
、年
間
実
績
は
日
本
公
庫
が
発
足
し

た
平
成
20
年
以
降
で
最
高
の
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、地
方
創
生
に
向
け
て
、1
5
2
支
店
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
下
、全
国
で
3
3
9
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
し
、「
地
域
づ
く
り
」
に
も
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
1
月
の
快
晴
の
日
に
開
催
さ
れ
た
高
校
生
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、私
も
会
場
で
熱
の

入
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
を
拝
見
し
ま
し
た
。
身
近
な
社
会

的
問
題
を
解
決
す
る
に
は
ど
う
工
夫
し
た
ら
よ
い
か
。

若
い
皆
さ
ん
が
公
共
心
を
梃て

子こ

に
し
て
斬
新
な
発
想

で
プ
ラ
ン
を
考
え
抜
き
、必
死
で
大
人
た
ち
に
訴
え

か
け
る
姿
を
目
に
し
、こ
の
取
り
組
み
の
大
き
な
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
社
会
は
変
わ
り
ま
す
。
経
済
も
動
き
ま
す
。
そ
の

速
さ
も
増
し
て
い
ま
す
。
日
本
公
庫
は
そ
の
変
化
に

遅
れ
る
こ
と
な
く
、政
策
金
融
を
通
じ
、社
会
に
対
し

今
ま
で
以
上
の
貢
献
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

熊本地震からの復興を全力サポート

4



　日本公庫では、４月14日の地震発生以降、「平成
28年熊本地震による災害に関する特別相談窓口」
を設置し、相談対応を開始するとともに、融資限度額
の引き上げや利率引き下げなどを実施してきました。
　休日においても電話相談を実施するとともに、本
店や全国の支店から熊本支店へ応援職員を派遣

（震災前の３割増）し、相談態勢を強化しています。
　４月22日からは商工会議所等の関係機関におい
て出張相談会を開始し、６月末までに延べ148回の
出張相談会を実施。現在も10カ所において定期的
に出張相談会を開催し支援態勢を継続中です。

　これまでお寄せいただいたご相談は、４月15日か
ら６末までで、融資に関することが3761件、返済に
関することが1320件の計5081件。また、同期間の
融資実績は3138件、融資額は349億円で、内訳は

運転資金が2578件（294億円）、設備資金が560件
（54億円）となっています。これまでは緊急性の高い
運転資金のご融資が主でしたが、今後は、復旧に伴
う設備資金のご融資の増加が見込まれます。
　日本公庫は、阪神・淡路大震災や新潟中越地震、
東日本大震災など、大規模災害発生時の相談対応
の蓄積を生かし、被災した事業者の皆さまに寄り添
い、迅速かつ親身に対応してまいります。

　地震発生以降、日本公庫は、「まちの産業の灯を
消さない」（倉田光生熊本支店長）という強い思い
を胸に、地域の事業者の皆さまが事業を継続でき
るよう、役職員一丸となって全力で対応してまいりま
した。
　今後も、お客さまの被害状況やニーズの把握に
努めるとともに、お客さまからの融資や返済のご相
談に迅速かつきめ細かく対応し、政策金融機関とし
ての役割を十全に発揮してまいります。

平成28年4月の熊本地震により被災された皆さま方に、心よりお見舞い申し上げます。日本公庫では
地震発生後、速やかに特別相談窓口を設置し、地震により被害を受けた中小企業・小規模事業者や農
林漁業者等の皆さまからの融資やご返済に関するご相談に対応しております。

■お問い合わせ　事業資金相談ダイヤル（平日9時～19時）         ０１２０-１５４-５０５

熊本地震からの復興を全力サポート

万全の相談態勢で、休日も対応

被災地に寄り添い、復興を後押し

震災発生以降の相談件数は約5000件

業種等 相談概要

飲食業
（熊本市ほか）

店舗が半壊するとともに、グ
ラス、ボトル等が破損。修繕
費用の借入及び既存借入金
の返済猶予に関すること

旅館、ホテル業
（上天草市）

宿泊のキャンセルが相次ぐこ
とによる、当面の運転資金の
借入に関すること

半導体製造装置製造業
（菊池市）

工場設備に大きな被害。工場
稼働までの運転資金の借入
に関すること

さつまいも
生産・加工・販売

（上益城郡益城町）

一時的に加工場の稼働停止
を余儀なくされたため、当面
の減収補填を目的とした運
転資金の借入に関すること

具体的な相談事例
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う
こ
と
な
ど
は
、そ
の
良
い
例
で
あ
る
。

　
筆
者
は
、
中
小
企
業
の
支
援
に
お
い
て

税
理
士
や
公
認
会
計
士
な
ど
の
専
門
家
と

地
域
金
融
機
関
の
協
働
を
強
化
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
提
唱
し
て
き
た
だ
け
に
、

民
間
金
融
機
関
の
協
働
相
手
の
広
が
り
を

大
い
に
評
価
し
て
い
る
（
名
古
屋
中
小
企

業
支
援
研
究
会
他
編
著
『
中
小
企
業
再
生
・

支
援
の
新
た
な
ス
キ
ー
ム
』（
中
央
経
済
社
）

所
収
の
拙
稿
論
文
を
参
照
）。

　
政
府
系
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
、重
要
な

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
広
く
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
2
0
1
6
年

3
月
末
で
、4
5
2
の
金
融
機
関
が
日
本

公
庫
と
協
調
融
資
の
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、

地
方
銀
行
、第
二
地
方
銀
行
、信
用
金
庫
で

は
、ほ
ぼ
全
て
が
協
調
融
資
ス
キ
ー
ム
を
持

つ
ま
で
に
な
り
、実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
結
果
、
14
年
度

の
協
調
融
資
の
実
績
は
1
0
7
1
4
件

（
5
3
5
4
億
円
）、
15
年
度
は
さ
ら
に
伸

び
て
1
5
1
3
0
件
（
6
0
7
1
億
円
）
に

達
し
て
い
る（
表
1
参
照
）。

　
筆
者
は
、日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
本

部
と
の
共
同
研
究
の
一
環
で
、13
年
に
全

国
1
5
0
0
0
社
の
中
小
企
業
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
（
回
答

4
3
5
1
社
） （
家
森
信
善
他
「
中
小
企
業

金
融
の
環
境
変
化
の
も
と
で
の
政
策
金
融

の
役
割
と
課
題
」『
調
査
と
資
料
』
1
1
9

号 

14
年
３
月
号
参
照
）。
こ
の
調
査
で
明

　
日
本
中
の
民
間
地
域
金
融
機
関
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
元
で
地
方
創
生
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
こ

れ
ま
で
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
策
定
を
機
に
加

速
し
て
い
る
。

　
最
近
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、地
域
金

融
機
関
が
単
独
で
取
り
組
む
よ
り
も
、そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
と
積
極
的
に
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
地
方
公
共
団
体
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
し
、
日
頃
は
激
し
く
競
争
し

て
い
る
他
の
金
融
機
関
も
重
要
な
協
働
の

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
。
多
く
の
金
融
機
関

が
連
携
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行

神戸大学経済経営研究所教授

家森 信善（やもり のぶよし）

滋賀県出身。名古屋大学教授、同総
長補佐などを経て、2014年より現職。
現在、金融庁・金融審議会委員、中
小企業庁・中小企業政策審議会臨
時委員、経済産業研究所ファカルティ
フェロー等を務める。

民
間
金
融
機
関
と
政
府
系
金
融
機
関
の

協
働
の
意
義

寄 

稿

民間金融機関との連携
民間金融機関との連携を進め、量的・質的な民業補完に取り組む日本公庫。民間
金融機関と日本公庫との連携の意義・必要性は何か。寄稿や事例を通して紹介する。

Special Report

民間金融機関 件数 金額
（単位：億円）

都市銀行 1,057 1,120
地方銀行 4,558 2,620
第二地方銀行 2,247 695
信用金庫 5,765 1,120
信用組合 973 142
その他 530 371

合計
15,130 6,071

前年同期比 141％ 113％

地
方
創
生
に
向
け
て
広
が
る

民
間
金
融
機
関
の
協
働
相
手

表1 日本公庫と民間金融機関の協調融資の実績

（注）�同一目的の資金計画に対し、日本公庫と民間金融機関が協議を経たうえで、
両者が融資（保証）を実行または決定したもの（日本公庫で集計したもの。
両者の融資実行・決定時期が異なる場合も含む）。

（2015年4月〜2016年3月）
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
見
る

官
民
連
携
の
効
果
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民間金融機関との連携特集

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
、日
本
公
庫

か
ら
の
借
り
入
れ
に
対
す
る
企
業
の
評
価

が
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
の
関
係
の
強
さ
に
依

存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
な
結

果
と
し
て
表
2
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
れ
は
、
日
本
公
庫
か
ら
十
分
な
借
り
入

れ
が
で
き
た
と
回
答
し
た
企
業
に
、
日
本

公
庫
か
ら
の
融
資
の
効
果
を
尋
ね
た
結
果

を
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
の
借
り
入
れ
状
況

別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
「
十
分
な
借
り
入

れ
が
で
き
た
」
企
業
の
42
・
3
％
が
、日
本

公
庫
の
融
資
に
よ
っ
て
「
設
備
投
資
を
行

い
生
産
性
が
向
上
し
た
」
と
回
答
し
て
い

る
が
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
「
融
資
を
断
ら

れ
た
」
企
業
で
は
、そ
の
比
率
は
20
・
4
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
逆
に
、「
従
業
員
を

維
持
又
は
新
た
に
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
い
う
守
り
の
効
果
で
は
、メ
イ
ン
バ

ン
ク
か
ら
「
十
分
な
借
り
入
れ
が
で
き
た
」

企
業（
40
・
2
％
）に
比
べ
る
と
、十
分
な
借

り
入
れ
が
で
き
な
か
っ
た
企
業
（「
不
十
分

だ
が
借
り
入
れ
ら
れ
た
」企
業
：
63
・
2
％
）

が
選
択
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
日
本
公
庫
が
同
じ
よ
う
に
融

資
を
行
っ
て
も
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
の
借

り
入
れ
状
況
に
よ
っ
て
実
際
の
効
果
は
異

な
る
傾
向
に
あ
る
。
日
本
公
庫
か
ら
融
資

を
得
ら
れ
て
も
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
経
常

的
な
運
転
資
金
の
確
保
が
約
束
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、
企
業
は
怖
く
て
十
分
な
設
備

投
資
を
実
施
で
き
な
い
こ
と
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
従
っ
て
、特
に
成
長
を
志
向
す

る
よ
う
な
企
業
に
対
し
て
資
金
を
提
供
す

る
と
き
に
は
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
の
協
働
関

係
が
し
っ
か
り
と
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
重
要
と
な
る
。

　
日
本
公
庫
と
民
間
金
融
機
関
と
の
協
働

で
特
に
期
待
さ
れ
る
の
が
、
創
業
支
援
で

あ
る
。
創
業
融
資
は
、民
間
金
融
機
関
に
ノ

ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
る
分
野
で
あ
る
。

民
間
金
融
機
関
の
側
に
創
業
企
業
に
関
す

る
信
用
情
報
が
少
な
い
段
階
で
、
日
本
公

庫
の
融
資
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、民
間
金

融
機
関
の
融
資
を
呼
び
込
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
実
際
、前
述
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、若
い
企
業
ほ
ど
、日
本
公
庫

の
融
資
が
呼
び
水
と
な
っ
て
、民
間
金
融

機
関
の
融
資
が
増
え
て
い
る
傾
向
が
確
認

で
き
て
い
る
。

　「
ま
ち 

・
ひ
と 

・
し
ご
と
創
生
基
本
方
針 

2
0
1
5
」（
15
年
６
月
）
で
、「
創
業
支
援

等
の
分
野
に
お
い
て
、地
域
に
お
け
る
金
融

機
能
の
高
度
化
を
図
る
等
の
観
点
か
ら
、

民
間
金
融
機
関
と
政
府
系
金
融
機
関
と
の

具
体
的
な
協
働
案
件
の
発
掘
、
組
成
を
通

じ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
シ
ェ
ア
な
ど
の
連
携
を
促

進
す
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、政

府
が
創
業
支
援
で
の
官
民
連
携
を
重
要
な

政
策
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
実
際
に
、先
に
紹
介
し
た
官
民
の
協
調

融
資
ス
キ
ー
ム
は
創
業
支
援
で
も
進
展
し

て
い
る
。
例
え
ば
、14
年
度
に
発
売
さ
れ
た

京
都
信
用
金
庫
の
創
業
支
援
融
資
商
品『
公

庫
か
ら
、は
じ
ま
る
』
で
は
、設
備
資
金
を

日
本
公
庫
が
融
資
し
て
、
経
常
運
転
資
金

を
京
都
信
用
金
庫
が
当
座
貸
越
で
融
通
す

る
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
（
右
下
の
図
参

照
）。
日
本
公
庫
の
融
資
が
効
果
を
発
揮
す

る
に
は
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
の
協
働
が
不
可

欠
だ
と
し
た
前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
と
も
整
合
的
な
商
品
で
あ
る
。

　
京
都
信
用
金
庫
の
榊
田
隆
之
専
務
理
事

は
、日
本
公
庫
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、京
都

信
用
金
庫
が
日
本
公
庫
に
相
談
に
来
た
創

業
希
望
者
と
早
い
時
期
か
ら
関
係
性
を
持

て
る
と
い
う
相
互
補
完
の
メ
リ
ッ
ト
を
挙

げ
て
い
る（
榊
田
隆
之「
京
都
信
用
金
庫
が

創
業
支
援
に
か
け
る
思
い
」『
金
融
財
政
事

情
』
15
年
３
月
30
日
）。
地
域
金
融
機
関
の

関
係
者
の
間
で
も
日
本
公
庫
を
重
要
な
協

働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
る
意
識
が
定
着
し
て

き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
今
後
、
官
民
の
金
融
機
関
の
協
働
を
一

層
深
化
さ
せ
、
金
融
面
か
ら
の
取
引
先
企

業
に
対
す
る
本
業
支
援
を
強
化
し
、
地
方

創
生
を
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

メインバンクからの
借り入れ状況

設備投資を行い
生産性 が 向上
した

従業員を維持又
は新たに雇用す
ることができた

企業数

十分な借り入れが
できた 42.3％ 40.2％ 979

不十分だが
借り入れられた 32.2％ 63.2％ 87

融資を断られた 20.4％ 49.0％ 49

借り入れは
必要なかった 47.2％ 22.5％ 89

シードステージ
（創業前）

スタートアップステージ
（創業時）

アーリーステージ
（創業後）

プレ・コンサルテーション
共催セミナー開催
事業計画策定支援等サポート

※創業サポートローン『公庫から、はじまる』は、
創業分野において、京都信用金庫と日本公
庫が連携して支援するパッケージ融資。

パッケージ融資
京　　信：当初は当座貸越
日本公庫：無担保・無保証人

フォローアップ
事業計画の進捗状況管理
再計画策定支援等

京都信用金庫と日本公庫連携 創業サポートローン
『公庫から、はじまる』

創業の成長ステージ別支援内容

表2　日本公庫から十分な借り入れができた企業が
　　 評価している日本公庫借り入れの効果
　　 （メインバンクからの借り入れの状況別）

創
業
支
援
で
の
協
働
に

膨
ら
む
期
待
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日
本
公
庫
の
総
合
力
を
活
用
し
て

地
方
創
生
の
一
翼
を
担
う

愛媛銀行頭取

本田 元広
1948年1月9日愛媛県伊
予市生まれ。70年3月松
山商科大学（現松山大
学）経済学部卒。同年4
月愛媛銀行入行。2006
年7月常務取締役、11年
4月専務取締役、12年6月
より現職。14年5月より愛
媛経済同友会代表幹事。

地
区
の
船
主
が
船
舶
を
建
造
す
る
場
合
、
旧
中
小

企
業
金
融
公
庫（
現
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
）と

協
調
融
資
を
し
て
い
ま
し
た
。
高
度
成
長
時
代
は

資
金
が
不
足
し
て
お
り
、政
策
金
融
で
補
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。
当
時
は
ま
ず
量
的
な

補
完
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、最
近
は
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
当
行
の
役
割
と
し
て
、新
事
業
の
創
出

や
企
業
の
事
業
構
造
改
革
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
、

よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　
愛
媛
県
も
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
が
進
む
な

か
で
、地
方
創
生
が
待
っ
た
な
し
の
課
題
に
な
っ
て

お
り
、当
行
は
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
日
本
公
庫
と
は
、地
域
お
こ
し
で
の
協
力
や
取

引
先
企
業
の
経
営
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、質
的
な
補

完
関
係
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、2
0
0
4
年
3
月
に
中

小
企
業
金
融
公
庫
松
山
支
店
、
同
年
10
月
に
農
林

漁
業
金
融
公
庫
（
現
日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
）、

さ
ら
に
08
年
11
月
に
日
本
公
庫
松
山
支
店
国
民
生

活
事
業
と
、そ
れ
ぞ
れ
「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す

る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
当
行
は
、日
本
公
庫

の
国
内
3
事
業
と
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る
覚

書
を
締
結
し
た
愛
媛
県
で
初
め
て
の
地
銀
で
す
。

　
以
前
か
ら
、
今
治
地
区
の
船
舶
建
造
へ
の
協
調

融
資
な
ど
で
実
績
を
積
み
重
ね
て
き
た
の
は
前
述

の
通
り
で
す
。
一
次
産
業
支
援
を
目
的
に
、民
間
で

は
国
内
初
の
農
業
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
06
年
に
設
け

　
愛
媛
銀
行
は
創
業
以
来
1
0
0
年
余
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
使
命
と
し
て
、お
客
様
へ
の
き
め

細
か
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、急
務
と
な
っ
て
い
る
新
事
業

の
創
出
や
地
場
産
業
の
変
革
を
支
え
る
た
め
、
新

た
な
リ
ス
ク
に
直
面
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
課
題

に
対
処
す
る
う
え
で
、
総
合
力
の
あ
る
政
策
金
融

機
関
の
日
本
公
庫
と
の
連
携
は
役
立
つ
と
考
え
ま

す
。
日
本
公
庫
の
幅
広
い
情
報
と
多
彩
な
融
資
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
愛
媛
県
は
3
つ
の
地
域
に
分
か
れ
て
お
り
、そ
れ

ぞ
れ
経
済
的
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
今
治
市
な
ど

が
あ
る
東
北
部
の
東
予
に
は
紙
パ
ル
プ
、造
船
、鉄

工
、
タ
オ
ル
な
ど
の
製
造
業
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

県
庁
の
あ
る
松
山
市
を
中
心
と
す
る
中
予
は
消
費

経
済
で
、宇
和
島
市
な
ど
の
南
予
は
水
産
業
と
柑
橘

類
な
ど
の
農
業
が
基
幹
産
業
で
す
。

　
ま
た
、今
治
地
区
に
は
た
く
さ
ん
の
外
航
船
を
所

有
す
る
船
主
が
い
ま
す
。
当
行
の
融
資
総
額
の
約

20
％
は
海
運
と
造
船
が
占
め
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、や
や
偏
り
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、有
力
な
地
場
産
業
を
支
え
る
こ
と
は
地
域
経

済
を
縮
小
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
で
す
。

　
地
域
社
会
と
と
も
に
発
展
す
る
ふ
る
さ
と
銀
行

と
し
て
の
役
割
を
忘
れ
た
ら
、
当
行
の
存
在
理
由

は
な
い
の
で
す
。
日
本
公
庫
と
の
連
携
を
重
視
す

る
の
は
、地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
で
す
。

　
日
本
公
庫
と
の
関
係
は
古
く
、例
え
ば
第
1
次

石
油
シ
ョ
ッ
ク（
1
9
7
3
年
）の
こ
ろ
ま
で
、今
治

〝
ふ
る
さ
と
銀
行
＂と
し
て
地
場
産
業
を
支
え
、愛
媛
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
愛
媛
銀
行
。
第
1
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
に
は

す
で
に
協
調
融
資
を
実
行
す
る
な
ど
、日
本
公
庫
と
の
連
携
の
歴

史
は
古
い
。
本
田
元
広
頭
取
が
、民
間
金
融
機
関
と
政
策
金
融
機

関
の
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
語
っ
た
。

Special Report

「
業
務
連
携
・
協
力
に
関
す
る
覚
書
」

愛
媛
県
の
地
銀
で
初
め
て
締
結
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た
「
え
ひ
め
ガ
イ
ヤ
フ
ァ
ン
ド
」
で
は
、農
林
漁
業

金
融
公
庫
と
人
的
交
流
を
含
め
て
関
係
強
化
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
公
庫
国
民
生
活
事
業
と

は
創
業
分
野
を
中
心
に
小
口
の
協
調
融
資
を
よ
く

実
行
し
て
い
ま
す
。

　
当
行
か
ら
の
紹
介
に
よ
る
日
本
公
庫
の
連
携
ロ
ー

ン
の
貸
付
件
数
は
、
08
年
度
か
ら
10
年
度
ま
で
3

年
続
け
て
、
日
本
公
庫
と
連
携
す
る
地
域
金
融
機

関
の
中
で
全
国
1
位
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も

15
年
度
ま
で
上
位
5
機
関
に
入
り
、
15
年
度
の
連

携
貸
付
件
数
は
2
4
3
件
で
し
た
。

　
最
近
は
資
金
需
要
が
全
般
に
伸
び
悩
ん
で
い
る

う
え
に
、マ
イ
ナ
ス
金
利
の
追
い
打
ち
が
あ
り
、金

融
機
関
受
難
の
時
代
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

経
営
環
境
の
な
か
で
、
日
本
公
庫
が
持
つ
総
合
力

を
活
用
す
る
こ
と
は
、民
間
金
融
機
関
に
と
っ
て
経

営
上
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
す
。

　
昔
な
ら
既
存
の
お
客
様
は「
ひ
め
ぎ
ん
さ
ん
に
は

お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
」
と
、融
資
条
件
を
常
識
的

な
線
で
了
解
し
て
い
た
だ
け
た
の
で
す
が
、最
近
は
、

他
の
金
融
機
関
が
融
資
の
肩
代
わ
り
を
頻
繁
に
持

ち
か
け
て
く
る
の
で
、金
利
の
入
札
が
よ
く
行
わ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
金
利
引
き
下
げ
な
ど
の
条
件
変
更

を
求
め
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
激
化
す
る

競
争
を
乗
り
切
る
に
は
、単
に
資
金
を
融
通
す
る

だ
け
で
は
駄
目
で
す
。
お
客
様
の
事
業
が
成
長
す

る
よ
う
に
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
1
つ
。
さ
ら
に
新

規
事
業
や
新
し
い
起
業
家
を
応
援
し
て
、
自
ら
積

極
的
に
融
資
先
を
広
げ
る
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
1
9
1
5
年
に
創
業
し
た
当
行
に
は
「
お
客
様

を
第
一
に
、行
員
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
繁
盛
の
も

と
で
あ
る
」
と
い
う
創
業
者
精
神
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
の
っ
と
り
、お
客
様
の
お
役
に
立
つ
た
め
に
当

行
は
、
日
本
公
庫
を
一
緒
に
お
客
様
を
応
援
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
政
策
金
融
機
関
と
し
て
価
値
が
な
い
で
し
ょ
う
。

　
当
行
の
行
員
は
お
客
様
か
ら
設
備
投
資
な
ど
の

相
談
を
受
け
た
と
き
に
は
、
気
軽
に
日
本
公
庫
の

担
当
者
の
意
見
を
聞
き
ま
す
。
地
元
に
密
着
し
た

私
た
ち
地
域
金
融
機
関
の
目
と
、
全
国
的
に
多
様

な
産
業
を
見
て
い
る
日
本
公
庫
の
目
と
、
2
つ
の

違
う
視
点
か
ら
精
査
す
れ
ば
、
適
切
な
助
言
が
で

き
ま
す
。
こ
う
し
て
ま
と
ま
っ
た
案
件
に
融
資
す

る
際
に
、日
本
公
庫
に
加
わ
っ
て
も
ら
え
ば
、政
策

金
融
が
入
る
こ
と
で
お
客
様
も
安
心
し
ま
す
。

　
特
に
新
し
い
事
業
は
融
資
の
可
否
も
含
め
て
評

価
が
難
し
い
。
南
予
は
一
次
産
業
の
活
性
化
が
課

題
で
す
が
、分
か
り
に
く
い
分
野
な
の
で
、日
本
公

庫
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
「
え
ひ
め
ア
グ
リ
フ
ァ

ン
ド
投
資
事
業
有
限
責
任
組
合
」
を
14
年
に
つ
く

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
投
資
の
形
で
リ
ス
ク
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
現
在
、休
耕
地
の
活
用
な
ど
に
取
り

組
む
2
つ
の
農
業
法
人
に
出
資
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
創
業
・
新
事
業
支
援
を
進
め
て
い
る
日

本
公
庫
に
は
、事
業
の
評
価
や
育
成
に
つ
い
て
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。新
製
品
の
販
路
に
関
し
て
も
、

全
国
か
ら
情
報
を
集
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
ま
た

資
本
性
ロ
ー
ン
や
海
外
で
の
資
金
調
達
を
助
け
る

ス
タ
ン
ド
バ
イ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
、民
間
金
融
機

関
に
は
な
い
融
資
制
度
を
備
え
て
い
ま
す
。
近
年
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
高
度
化
・
多
様
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
も
両
機
関
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
民
間
金
融
機
関
と
政
策
金
融
機
関
は
、
互
い
に

補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
民
間
金
融
機
関
に
は
一
般
の
株
主
が
い
て
、

成
長
す
る
た
め
に
利
益
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
一
方
、政
策
金
融
機
関
は
利
益
を
求
め
ら
れ

な
い
の
で
す
か
ら
、そ
の
分
、民
間
金
融
機
関
だ
け

で
は
手
に
余
る
リ
ス
ク
を
分
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
現
在
、当
行
と
日
本
公
庫
と
は
現
場
レ
ベ
ル
で
、

勉
強
会
や
懇
親
会
を
重
ね
て
、お
互
い
に
顔
の
見

え
る
協
力
関
係
を
培
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス

に
連
携
を
一
層
効
果
の
あ
る
も
の
に
進
化
さ
せ
、地

域
創
生
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

積
極
的
に
融
資
先
を
広
げ

顧
客
を
応
援
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

両
機
関
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
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Case 1：創業分野

　
地
下
鉄
で
京
都
駅
か
ら
3
つ
目
の
烏
丸
御
池
。

烏
丸
通
を
折
れ
て
細
い
一
方
通
行
の
道
に
入
る
と
、

青
一
色
に
塗
ら
れ
た
間
口
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
店

舗
が
目
に
入
る
。
古
都
の
風
情
と
は
一
線
を
画
す

財
務
の
域
を
超
え
て

お
客
様
に
伴
走
す
る
支
援
を

京
都
、滋
賀
、北
大
阪
を
営
業
基
盤
と
す
る
京
都
信
用
金
庫
。
早
く
か

ら
創
業
支
援
に
取
り
組
む
だ
け
で
な
く
、日
本
公
庫
と
創
業
支
援
ロ
ー

ン
の
連
携
に
踏
み
切
っ
た
。
企
業
の
開
業
率
ア
ッ
プ
は
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
成
長
戦
略
の
柱
で
あ
り
、日
本
経
済
活
性
化
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。

京
信
の
最
前
線
を
追
っ
た
。

京都信用金庫 榊田 隆之 専務理事

よ
う
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
昨
年
3
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
ビ
ア
・
パ
ブ
「
タ
ク
ミ

ヤ
」。京
信
と
日
本
公
庫
の
連
携
商
品
、創
業
サ
ポ
ー

ト
ロ
ー
ン
『
公
庫
か
ら
、は
じ
ま
る
』
を
活
用
し
た

飲
食
店
だ
。

　
京
信
は
2
0
0
7
年
に
創
業
支
援
融
資
『
こ
こ

か
ら
、は
じ
ま
る
』
を
発
売
し
、新
た
に
事
業
を
立

ち
上
げ
る
方
や
、創
業
間
も
な
い
方
の
支
援
を
開

始
し
た
。
起
業
家
と
一
緒
に
事
業
計
画
を
考
え
る

体
制
を
整
え
た
結
果
、京
信
の
取
り
組
み
が
徐
々

に
浸
透
し
て
い
っ
た
。
13
年
に
は
「
創
業
・
開
業
の

ご
相
談
は
京
信
へ
」の
ポ
ス
タ
ー
を
全
店
の
一
番
見

え
る
場
所
に
掲
げ
、一
気
に
取
り
扱
い
件
数
が
増

え
た
。
京
信
の
創
業
支
援
融
資
の
実
績
は
、11
年
度

が
54
件
5
9
0
百
万
円
、
12
年
度
が
58
件
5

 

1

 
4
 

百
万
円
だ
っ
た
が
、13
年
度
は
2
1
2
件
1

 

1

 

8

 
3
 

百
万
円
と
件
数
で
約
4
倍
、
融
資
額
で
倍
に
ま
で

急
増
し
た
。

　
京
信
の
榊
田
隆
之
専
務
理
事
は
「
2
0
0
7
年

か
ら
続
い
て
い
る
『
こ
こ
か
ら
、は
じ
ま
る
』
が
、時

代
の
潮
流
も
あ
っ
て
増
加
を
み
せ
た
」と
分
析
す
る
。

日
本
で
の
企
業
の
開
・
廃
業
率
は
欧
米
各
国
に
比

べ
て
低
く
、経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、経
済
構
造
の

変
化
に
対
応
で
き
な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
久

し
い
。
こ
の
た
め
、12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
2
次

安
倍
内
閣
は
日
本
の
開
・
廃
業
率
を
10
％
程
度
に

引
き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
た
。

　
こ
う
し
た
時
代
背
景
が
京
信
の
融
資
実
績
急
増

を
も
た
ら
し
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、地

域
に
根
差
し
た
地
元
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
取
り

組
み
が
寄
与
し
た
面
も
大
き
い
。
京
信
は
04
年
に

中
期
経
営
計
画『
絆
づ
く
り
5
カ
年
計
画
』を
作
成

し
て
い
る
。
榊
田
専
務
理
事
に
よ
る
と
「
以
前
か
ら

標
榜
し
て
い
る
地
域
に
貢
献
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

バ
ン
ク
を
よ
り
明
確
に
と
い
う
の
が
計
画
の
趣
旨
。

こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
企
業
の
財
務
だ
け

で
な
く
、
事
業
面
で
リ
ス
ク
を
取
る
人
に
も
積
極

的
に
力
を
貸
し
、サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
を
打
ち

出
し
た
。
特
に
事
業
の
ス
タ
ー
ト
・
ア
ッ
プ
時
の
応

援
が
大
事
と
位
置
付
け
て
い
る
」。

　
こ
の
京
信
の
考
え
と
「
日
本
公
庫
の
方
針
が
一

致
し
た
」（
榊
田
専
務
理
事
）の
が
、『
公
庫
か
ら
、は

じ
ま
る
』。
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
京
信
の
独
自
商
品
『
こ

こ
か
ら
、は
じ
ま
る
』と
似
通
っ
て
お
り
、相
互
補
完

性
を
意
識
し
て
い
る
。

　
日
本
公
庫
は
元
来
、
実
績
の
な
い
創
業
者
向
け

融
資
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
民
間
金
融
機
関
に

地
元
金
融
機
関
な
ら
で
は
の
施
策
で

創
業
支
援
融
資
額
が
一
気
に
倍
増

京
都
信
用
金
庫

Special Report

融資件数
（件）

融資額
（百万円）

2007年度 83 1,025

2008年度 72 818

2009年度 74 634

2010年度 93 769

2011年度 54 590

2012年度 58 514

2013年度 212 1,183

2014年度 355 1,115

2015年度 414 826

合計 1,415 7,474

京都信用金庫の創業支援融資の実績
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比
べ
圧
倒
的
に
店
舗
数
が
少
な
い
。
京
都
地
区
で

は
わ
ず
か
3
店
舗
に
過
ぎ
ず
、
利
用
者
か
ら
見
る

と
不
便
な
の
は
事
実
だ
。
こ
れ
に
京
信
の
87
店
舗

が
加
わ
れ
ば
利
便
性
は
は
る
か
に
高
ま
る
。

　
利
用
者
か
ら
見
た
連
携
商
品
の
メ
リ
ッ
ト
は
、そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
。
利

用
し
た
い
人
は
、京
信
か
日
本
公
庫
の
い
ず
れ
か
の

店
舗
で
す
べ
て
の
手
続
き
が
で
き
る
。
ま
た
、事
業

計
画
策
定
の
サ
ポ
ー
ト
や
計
画
達
成
の
た
め
の
経

営
支
援
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
金
額
は
京
信
、

日
本
公
庫
か
ら
各
最
高
2
0
0
0
万
円
、
合
計

4
0
0
0
万
円
ま
で
借
り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

京
信
分
に
つ
い
て
は
事
業
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ

て
当
初
の
概
ね
2
年
間
は
当
座
貸
越
、そ
の
後
は

証
書
貸
付
と
な
る
。
担
保
は
と
も
に
不
要
。
日
本

公
庫
分
は
保
証
人
も
要
ら
な
い
。

　
14
年
5
月
か
ら
始
ま
っ
た
取
扱
実
績
は
、今
年

3
月
末
ま
で
に
61
件
7
億
2
4
2
0
万
円
に
上
る
。

　
冒
頭
に
紹
介
し
た
ビ
ア
・
パ
ブ「
タ
ク
ミ
ヤ
」。

　
代
表
は
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
を
持
つ
35
歳
の
白
石

拓
海
さ
ん
。「
27
歳
ま
で
フ
リ
ー
タ
ー
。
島
巡
り
の

好
き
な
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
で
、住
民
票
も
ど
こ
に

置
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
生
活
を
し
て

い
た
」
と
笑
う
。
そ
の
後
飲
食
店
に
勤
め
、「
そ
ろ

そ
ろ
独
立
し
た
い
と
思
っ
て
資
金
を
貯
め
た
」。
そ

し
て
資
金
計
画
の
相
談
の
際
、税
理
士
に
勧
め
ら

れ
た
の
が
『
公
庫
か
ら
、は
じ
ま
る
』。
借
入
金
額

は
1
5
0
0
万
円
だ
っ
た
。

　
開
店
1
年
を
過
ぎ
た
現
在
の
経
営
は
順
調
だ
。

「
口
コ
ミ
を
中
心
に
月
2
0
0
人
く
ら
い
の
外
国
人

が
来
て
く
れ
る
」と
い
う
。
各
地
を
巡
り
歩
い
た
白

石
さ
ん
の
人
脈
が
生
き
て
い
る
。

　「
経
営
者
に
伴
走
す
る
信
金
で
あ
り
た
い
」（
榊

田
専
務
理
事
）
京
信
は
、創
業
間
も
な
い
企
業
の
ス

テ
ッ
プ
・
ア
ッ
プ
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
創
業

5
年
未
満
の
起
業
家
を
対
象
に
し
た
「
起
業
家
成

長
サ
ロ
ン
」
と
「
女
性
起
業
家
サ
ロ
ン
」
も
そ
の
一

つ
だ
。
起
業
家
同
士
の
悩
み
や
情
報
交
換
の
場
に

活
用
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。
さ
ら
に
創
業
5
年

以
内
の
企
業
を
対
象
に
「
地
域
の
起
業
家
大
賞
」

を
設
け
、取
引
先
企
業
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、独
創

的
、
革
新
的
な
企
業
を
表
彰
し
て
い
る
。
表
彰
式

で
は
、受
賞
者
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
階
段
を

歩
む
凝
っ
た
演
出
。

　
榊
田
専
務
理
事
は
「
こ
う
し
た
創
業
企
業
の
成

長
面
で
も
全
国
に
基
盤
を
持
つ
日
本
公
庫
と
の
連

携
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
、日
本
公
庫
が
得
意
と

す
る
零
細
、中
小
、農
業
各
分
野
で
の
連
携
拡
大
を

期
待
し
て
い
る
。

　
京
都
は
大
学
生
の
比
率
が
全
国
で
最
も
高
い
。

「
芸
術
、観
光
な
ど
の
伝
統
産
業
だ
け
で
な
く
、ハ
イ

テ
ク
産
業
も
あ
る
の
が
京
都
の
特
色
。
学
生
ベ
ン

チ
ャ
ー
な
ど
若
い
人
の
起
業
に
も
役
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
」（
榊
田
専
務
理
事
）。

　
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
多
数
の
I
T
企
業
を
生

ん
だ
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
。

こ
れ
ら
企
業
の
多
く
は
、地
元
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大

学
の
出
身
者
が
起
業
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
ス

タ
ー
ト
だ
。
日
本
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
と
の
期
待
も

集
ま
る
京
都
か
ら
、世
界
に
飛
躍
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
京
信
を
は
じ

め
と
す
る
金
融
機
関
の
役
割
も
大
き
い
。

（
文
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
杉
本
哲
也
）

独創性や革新性を持ち、地域経済の活性化に貢献している
中小企業者を顕彰する「地域の起業家大賞」。写真は、今
年2月に開催された第3回大会表彰式の様子

融
資
相
談
の
敷
居
を
下
げ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
を
導
入

中
小
企
業
や
農
業
分
野
で
の

日
本
公
庫
と
の
連
携
拡
大
に
期
待

BEER PUB「TAKUMIYA」
白石 拓海 さん

白木のカウンター席を中心とした「タクミヤ」
の店内。10種類の樽生ビールを目当てに、
外国人客も多く訪れる
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Case 2：新事業・事業再生・海外展開分野

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
東
京
大
学
エ
ッ
ジ

キ
ャ
ピ
タ
ル
（
U
T
E
C
）
の
郷
治
友
孝
社
長
は
、

日
本
公
庫
と
組
む
意
義
を
こ
う
語
る
。

　「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
資
金

調
達
に
、私
た
ち
は
投
資
で
応
え
る
。
足
り
な
け
れ

ば
、さ
ら
に
投
資
家
を
集
め
て
増
資
す
る
。
し
か
し

成
長
す
る
に
つ
れ
て
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
も
受

け
て
い
か
な
い
と
、資
金
調
達
に
限
界
が
あ
る
。
日

本
公
庫
に
は
、融
資
の
面
で
補
完
す
る
役
割
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
期
待
し
た
い
」

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
当
然
リ
ス
ク
を
伴
う
。
海

の
物
と
も
山
の
物
と
も
つ
か
な
い
段
階
で
、投
資
す

る
の
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
本
来
の
役
割
で

あ
る
。
事
業
が
離
陸
段
階
に
移
り
、運
転
資
金
の
需

新
事
業
創
出
、事
業
再
生
の
支
援
で

リ
ス
ク
を
分
担

東
京
大
学
エ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ
ル

新
事
業
創
出
や
事
業
再
生
、
中
小
企
業
の
海
外
展
開
に
、
金
融
の
支

え
は
欠
か
せ
な
い
。
リ
ス
ク
を
取
る
民
間
金
融
機
関
に
協
力
し
て
、日

本
公
庫
は
補
完
的
役
割
を
担
う
。
例
え
ば
東
京
大
学
エ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ
タ

ル
と
と
も
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
ク
リ
ュ
ー
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
を

支
援
。
青
森
銀
行
と
連
携
し
て
水
産
加
工
会
社
デ
ィ
メ
ー
ル
の
再
生
を

後
押
し
す
る
。こ
の
2
つ
の
例
を
見
て
い
こ
う
。

要
が
増
え
だ
す
と
、借
り
入
れ
で
賄
う
必
要
が
出

て
く
る
。
し
か
し
、実
績
の
な
い
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

は
銀
行
の
審
査
を
通
り
に
く
い
。「
日
本
公
庫
は
、

資
本
性
ロ
ー
ン
や
新
株
予
約
権
付
融
資
な
ど
、通
常

の
金
融
機
関
に
な
い
融
資
の
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
、ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
に
リ
ス
ク
を
取
っ
て
資
金
を
貸
し

て
い
る
」と
、郷
治
社
長
は
み
る
。

　
そ
の
最
新
の
事
例
が
、ク
リ
ュ
ー
ト
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ス
テ
ム
ズ
（
本
社
・
東
京
都
）へ
の
支
援
で
あ
る
。

緑
内
障
の
検
査
に
使
う
小
型
の
視
野
測
定
器
を
開

発
し
た
同
社
は
、2
0
1
3
年
4
月
に
発
足
し
、こ

の
ほ
ど
よ
う
や
く
製
品
の
販
売
に
こ
ぎ
つ
け
た
。こ

れ
ま
で
に
調
達
し
た
累
計
6
億
8
0
0
0
万
円
は

ほ
と
ん
ど
開
発
費
に
充
て
た
。
こ
れ
か
ら
運
転
資

金
が
ど
ん
ど
ん
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
た
め
設
立
時
か
ら
の
株
主
で
あ
る
U
T
E
C

が
日
本
公
庫
を
紹
介
し
た
。
ま
ず
、3
月
末
に
資
本

性
ロ
ー
ン
1
億
6
5
0
0
万
円
が
融
資
さ
れ
、
新

株
予
約
権
付
融
資
1
5
0
0
万
円
が
近
く
実
行
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
資
本
性
ロ
ー
ン
は
無
担
保
、無

保
証
人
の
長
期
融
資
で
、
自
己
資
本
と
み
な
さ
れ

る
の
で
財
務
上
、有
利
だ
。
新
株
予
約
権
付
融
資
は

無
担
保
で
、
公
庫
が
融
資
実
行
時
に
新
株
予
約
権

を
取
得
し
株
式
公
開
時
な
ど
に
経
営
者
等
に
売
却

す
る
。

　
ク
リ
ュ
ー
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
の
江
口
哲

也
社
長
は
「
本
格
販
売
開
始
に
あ
た
り
、運
転
資
金

が
必
要
と
な
る
た
め
、公
庫
の
融
資
を
活
用
し
、事

業
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
。
私
た
ち
の
よ
う
な
モ

ノ
づ
く
り
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
資
金
が
要
る
の
で
助
か

る
」と
述
べ
る
。

　
U
T
E
C
の
郷
治
社
長
は「
開
発
は
ほ
ぼ
予
定
通

り
に
進
み
、本
当
に
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
。
製
品
を

売
り
始
め
た
今
が
一
番
大
変
な
時
期
な
の
で
、し
っ

か
り
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
す
。
江
口
社
長
は

H
O
Y
A
の
元
社
員
で
、新
規
事
業
部
門
で
企
画
を

担
当
し
て
い
た
。
今
手
掛
け
て
い
る
視
野
測
定
器
の

事
業
化
を
提
案
し
た
ら
、「
外
に
出
て
や
っ
て
み
ろ
」

と
の
鈴
木
洋
最
高
経
営
責
任
者
（
C
E
O
）
の
指
示

を
受
け
、
光
学
関
係
の
技
術
者
3
人
と
と
も
に
独

立
し
た
の
で
あ
る
。

　
製
品
は
、
両
眼

の
視
野
を
測
っ
て

早
期
の
緑
内
障
を

発
見
す
る
。
小
型

で
頭
に
か
ぶ
っ
て

使
え
て
、ど
こ
に
で

も
持
ち
運
べ
る
。

Special Report

ヘッドマウント型視野計アイモ

東京大学エッジキャピタル
郷治 友孝 社長

画
期
的
な
視
野
測
定
器
が
市
場
へ
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民間金融機関との連携特集

従
来
の
据
え
置
き
型
は
暗
室
が
要
り
、あ
ご
を
台

に
載
せ
て
固
定
し
て
10
分
20
分
じ
っ
と
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
社
の
製
品
な
ら
ば
、計
測
時

間
も
在
来
型
よ
り
短
く
、患
者
の
負
担
が
少
な
い
。

　
江
口
社
長
に
よ
れ
ば
、国
内
の
眼
科
に
設
置
さ

れ
て
い
る
在
来
型
視
野
測
定
器
は
5
0
0
0
台
く

ら
い
で
、潜
在
的
な
患
者
数
か
ら
見
積
も
る
と
、視

野
測
定
器
の
市
場
は
台
数
で
現
状
の
約
5
倍
に
増

え
る
と
見
込
む
。
同
社
は
1
台
4
7
8
万
円
の
定

価
で
、
初
年
度
に
約
2
0
0
台
の
販
売
を
計
画
し

て
い
る
。「
2
〜
3
年
後
に
株
式
を
公
開
し
た
い
」

と
い
う
の
が
江
口
社
長
の
目
標
で
あ
る
。

　
U
T
E
C
は
製
品
の
技
術
と
市
場
性
、
そ
れ
に

江
口
社
長
ら
の
意
欲
を
買
っ
て
、同
社
設
立
時
の
資

本
1
億
5
0
0
0
万
円
を
H
O
Y
A
と
折
半
で
出

資
し
た
。し
か
し
、製
品
は
ま
だ
プ
ラ
ン
の
段
階
で
、

で
き
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
U
T
E
C
は
経
営

面
か
ら
新
た
な
投
資
家
の
掘
り
起
こ
し
ま
で
支
援

し
、今
も
取
締
役
と
監
査
役
を
入
れ
て
い
る
。

　
実
際
に
製
品
を
市
場
に
問
う
段
階
に
な
っ
て
、

資
金
面
で
補
完
す
る
た
め
に
日
本
公
庫
に
出
番
が

回
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
郷
治
社
長
は
「
日
本
公

庫
に
融
資
し
て
も
ら
っ
た
投
資
先
は
10
社
強
に
な

る
。
株
式
公
開
な
ど
の
成
功
事
例
を
早
く
実
現
し

て
、
日
本
公
庫
と
の
連
携
を
今
後
も
持
続
し
て
行

　
日
本
経
済
を
活
性
化
す
る
に
は
、優
れ
た
技
術

や
人
材
が
あ
り
な
が
ら
、
経
営
の
失
敗
で
行
き
詰

ま
る
企
業
の
再
生
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
青
森

銀
行
は
八
戸
市
の
水
産
加
工
会
社
デ
ィ
メ
ー
ル
の

再
建
に
メ
ー
ン
バ
ン
ク
と
し
て
応
分
の
責
任
を
果

た
し
、日
本
公
庫
が
補
完
的
な
役
割
を
担
っ
た
。
地

方
経
済
の
底
支
え
に
資
す
る
一
例
で
あ
る
。

　
八
戸
で
水
揚
げ
さ
れ
る
サ
バ
な
ど
を
加
工
す
る

デ
ィ
メ
ー
ル
は
、2
0
1
4
年
5
月
に
再
出
発
し
た

会
社
で
あ
る
。
債
務
超
過
だ
っ
た
ダ
イ
マ
ル
、デ
ィ

メ
ー
ル
、丸
竹
八
戸
水
産
の
3
社
が
統
合
し
て
、現

在
の
デ
ィ
メ
ー
ル
に
な
っ
た
。旧
経
営
陣
は
総
退
陣

し
同
社
は
1
0
0
%
減
資
し
て
、
八
戸
に
本
社
を

置
く
有
力
商
社
・
吉
田
産
業
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社

と
し
て
、今
は
堅
実
に
経
営
し
て
い
る
。

　
16
年
4
月
期
決
算
で
は
、売
上
高
約
14
億
円
、経

常
利
益
約
2
0
0
0
万
円
を
計
上
し
た
。
吉
田
産

業
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ス
会
社
の
専
務
か
ら
転
じ
た

岡
田
和
雄
社
長
以
下
、
役
員
5
人
と
従
業
員

1
2
5
人
は
経
営
管
理
を
一
新
し
て
、八
戸
の
基
幹

産
業
で
あ
る
水
産
加
工
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　
旧
3
社
時
代
は
売
上
高
が
単
純
合
計
で
22
億
円

ほ
ど
あ
っ
た
が
、重
複
分
を
除
け
ば
16
億
〜
17
億
円

だ
っ
た
そ
う
だ
。
人
員
は
1
3
0
〜
1
4
0
人
ほ

ど
い
た
が
、過
剰
投
資
な
ど
の
放
漫
経
営
に
よ
り
慢

性
的
に
赤
字
が
続
き
、
5
年
前
の
東
日
本
大
震
災

前
に
は
仕
入
れ
に
も
滞
る
状
態
だ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
企
業
再
生
支
援
機
構
（
現
・
地
域
経
済

き
た
い
」
と
言
う
。
同
社
は
04
年
に
東
大
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
発
足
し
た
が
、今
で
は

有
望
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
幅
広
く
育
成
し
て
い

る
。
延
べ
約
70
社
に
投
資
し
て
株
式
公
開
9
社
、

M
&
A
9
社
の
成
果
を
上
げ
、有
望
株
の
発
掘
に

さ
ら
に
拍
車
を
か
け
る
方
針
だ
。

青
森
銀
行

日
本
公
庫
の
融
資
で
資
金
面
を
補
完クリュートメディカルシステムズ

江口 哲也 社長

青森銀行 審査部企業支援室
冷水 大貴 調査役

3
者
支
援
で
事
業
再
生
を
後
押
し

13



活
性
化
支
援
機
構
）
が
中
心
に
な
っ
て
再
建
策
の

話
し
合
い
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、大
震
災
に
よ
る

津
波
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。も
っ
と
も

こ
れ
に
よ
り
地
場
産
業
復
興
の
一
環
と
位
置
付
け

ら
れ
て
、難
航
し
た
債
権
カ
ッ
ト
が
何
と
か
ま
と
ま

り
再
生
が
軌
道
に
乗
っ
た
。

　
メ
ー
ン
バ
ン
ク
で
あ
る
青
森
銀
行
は
、3
社
合
計

の
負
債
の
う
ち
23
億
円
の
債
権
を
持
っ
て
い
た
。

同
行
は
企
業
再
生
支
援
機
構
に
協
力
し
て
、
債
権

者
間
の
利
害
調
整
に
当
た
り
、自
ら
16
億
円
の
債

権
を
放
棄
し
た
。
こ
れ
も
含
め
て
債
権
放
棄
は
総

額
で
負
債
の
約
8
割
に
当
た
る
27
億
円
で
決
着
し

た
。吉
田
産
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
を
引
き
受
け
て
、

再
生
の
方
向
が
固
ま
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
デ
ィ
メ
ー
ル
に
は
、日
本
公
庫
7
0
0
0
万
円
、

青
森
銀
行
6
5
0
0
万
円
、支
援
機
構
6
5
0
0
万

円
の
合
計
2
億
円
の
新
規
融
資
枠
が
設
け
ら
れ
た
。

青
森
銀
行
の
冷
水
大
貴
審
査
部
企
業
支
援
室
調
査

役
は
、「
当
初
の
支
援
体
制
は
吉
田
産
業
、地
元
行

の
青
森
銀
行
、再
生
支
援
機
構
の
3
者
が
中
核
で
、

そ
れ
に
日
本
公
庫
が
加
わ
っ
て
再
生
策
の
確
実
性

が
高
ま
っ
た
」
と
言
う
。
再
建
は
速
く
、支
援
機
構

は
2
年
で
デ
ィ
メ
ー
ル
の
持
ち
株
を
吉
田
産
業
グ

ル
ー
プ
に
売
っ
て
引
き
揚
げ
た
。

　
デ
ィ
メ
ー
ル
の
岡
田
社
長
は
「
支
援
機
構
、日
本

公
庫
、青
森
銀
行
の
ど
れ
が
欠
け
て
も
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
と
思
う
。
3
者
の
支
援
で
、取
引
先
の
信

用
も
得
ら
れ
た
」
と
語
る
。
現
在
は
実
質
無
借
金

だ
が
、日
本
公
庫
か
ら
借
り
入
れ
が
あ
り
、今
後
も

「
長
く
付
き
合
っ
て
行
き
た
い
」
と
言
う
。
そ
の
う

え
で
設
備
の
更
新
や
従
業
員
の
待
遇
改
善
な
ど
に

取
り
組
み
、成
長
を
目
指
す
構
え
だ
。

（
文
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
森
一
夫
）

地域金融機関と連携して中小企業者の海外展開を支援

スタンドバイ・クレジット制度

株式会社ディメール
岡田 和雄 社長

Case 2：新事業・事業再生・海外展開分野

数々のヒット商品を生み出すディメールの
従業員たち。事業再生の要だ

　コストダウン、市場獲得などを背景に中小企業の海外展開は加速しており、資金調
達の手段も、日本の親会社経由での調達のほか、現地法人が現地金融機関から現地通
貨を直接調達するニーズが高まっている。
　こうしたなか、日本公庫では、2012年度にスタンドバイ・クレジット制度の取り扱い
を開始した。この制度は、中小企業・小規模事業者の海外現地法人等が、日本公庫と業
務提携する海外金融機関から現地流通通貨建て長期資金の借り入れを行う際、その
債務を保証するために日本公庫がスタンドバイ・クレジット（信用状）を発行するもの
で、海外での円滑な資金調達を支援する。16年3月末までに、9行の海外金融機関と提
携し、信用状発行の累計実績は214社に及ぶ。
　13年10月には、より多くの中小企業が本制度を利用できるよう、地域金融機関と連
携したスキームの取り扱いを開始した。16年4月末までに、全国59の地域金融機関と
連携し、延べ13社に対して本連携スキームによる信用状を発行している。
　連携金融機関の愛知銀行からは、「近時、当行においても海外展開する顧客が増え
ており、その資金ニーズ
に対応することは重要に
なってきている。日本公
庫の本スキームにより、
海外金融機関とのネット
ワークを手軽に活用し、
顧客の海外での資金調
達を支援することができ
る」との評価を得ている。

スタンドバイ・クレジット制度のスキーム図

（
子
会
社
）

海
外
現
地
法
人
等

海
外
金
融
機
関

日
本
公
庫地

域
金
融
機
関

（
国
内
親
会
社
）

お
客
さ
ま

信
用
状
の
発
行

債
務
保
証

信
用
状
の

発
行
依
頼

融
資
申
込

現
地
流
通

通
貨
建
て

融
資

信用状の
発行依頼

地域金融機関と連携したスキーム
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北海道銀行 上杉 真 取締役営業部門長

民間金融機関との連携特集

　
農
業
者
評
価
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、金
融
機
関
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
。

　
こ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
専
門
資
格
の
裏
付
け
の

あ
る
制
度
で
、
金
融
機
関
の
担
当
者
が
本
来
の
融

資
取
引
以
外
に
、
農
業
者
の
規
模
拡
大
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
設
備
投
資
計
画
判
断
、
財
務
内
容
の

健
全
度
合
い
、生
産
性
向
上
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、さ

ら
に
異
業
種
の
取
引
先
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
紹
介
、農
産

物
買
い
付
け
バ
イ
ヤ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
レ
ン
ジ

な
ど
を
親
身
に
な
っ
て
行
う
も
の
だ
。

　
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
制
度
は
、日
本
公
庫
が
2
0
0
5

年
に
創
設
し
た
。
当
初
は
、日
本
公
庫
の
内
部
資
格

制
度
だ
っ
た
が
、農
業
が
今
後
、成
長
産
業
を
目
指

す
に
あ
た
っ
て
プ
ロ
の
農
業
者
が
必
要
に
な
る
と

同
時
に
民
間
金
融
機
関
も
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
て

現
場
を
知
る
専
門
人
材
が
必
要
と
な
る
、と
判
断
。

そ
こ
で
政
策
金
融
機
関
の
大
局
的
な
判
断
と
し
て
、

農
業
分
野
向
け
へ
の
取
り
組
み
強
化
を
目
指
す
民

間
金
融
機
関
、さ
ら
に
は
税
理
士
、中
小
企
業
診
断

士
た
ち
に
独
自
の
専
門
資
格
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、こ
の
制
度
を
開
放
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、農
業
経
営
者
の
経
営
改
善
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
た
め
の
専
門
的

な
研
修
講
座
を
4
日
間
、集
中
的
に
行
い
、研
修
後

に
筆
記
・
面
接
試
験
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
を
授

与
す
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
意
外
に
狭
い
門
で
、合
格
率

は
約
50
％
だ
と
い
う
。日
本
公
庫
担
当
者
に
よ
る
と
、

こ
こ
10
年
間
、強
い
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、受

講
者
数
が
多
く
、
資
格
取
得
者
は
3
5
7
4
人
に

及
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
興
味
深
い
の
は
、
制
度
開
放
の
主
役
で
あ
る
日

本
公
庫
の
資
格
取
得
者
が
2
5
4
人
で
あ
る
の
に

対
し
、民
間
金
融
機
関
の
資
格
取
得
者
が
1
4
9
5

人
の
大
量
数
に
及
び
、際
立
っ
た
動
き
を
見
せ
て
い

Case 3：農業分野

農
業
者
の
金
融
機
関
評
価
が
変
わ
っ
た
！

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
存
在
大
き
い

農
業
者
の
現
場
で
今
、金
融
機
関
に
対
す
る
評
価
が
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

単
な
る
融
資
取
引
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
で
、専
門
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
現
場
に
送
り
込
み
、規
模
拡
大
に
伴
う
事
業
計
画
の
助
言
を
は
じ
め
川

下
の
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
へ
の
積
極
協
力
が
評
価
の
対
象
だ
と
い
う
。

北
海
道
銀
行
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に
入
る
強
み
を
持
つ
に
至
っ
た
。
お
か
げ
で
収
益

力
が
つ
き
、最
近
3
年
間
は
黒
字
で
、直
近
も
年
間

4
5
0
0
万
円
の
利
益
を
確
保
す
る
経
営
体
に

な
っ
た
。
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
効

果
を
評
価
す
る
理
由
だ
。

　
札
幌
近
郊
を
中
心
に
ハ
ウ
ス
で
の
水
耕
栽
培
の

野
菜
生
産
を
手
広
く
展
開
す
る
ア
ド・ワ
ン・フ
ァ
ー

ム
の
宮
本
有
也
社
長
も
、
北
海
道
銀
行
の
農
業
経

営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
付
き
合
い
の
プ
ラ
ス
効
果

を
評
価
す
る
1
人
だ
。

　
宮
本
社
長
は「
最
初
、金
融
機
関
に
対
す
る
期
待

は
、必
要
な
時
に
資
金
貸
付
を
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
、

と
い
う
程
度
で
し
た
。
し
か
し
、北
海
道
銀
行
が
設

営
し
た
農
業
経
営
塾
で
異
業
種
の
著
名
人
ら
と
会

い
、ト
ヨ
タ
の
『
カ
イ
ゼ
ン
』
方
式
が
、農
業
経
営
に

も
活
用
で
き
る
こ
と
を
塾
講
義
で
学
ん
だ
ほ
か
、

マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
う
形
で
販
売
拡
張
に
つ
な
が
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
紹
介
し
て
も
ら
い
、こ
れ
は
面
白

る
こ
と
だ
。

　
民
間
金
融
機
関
が
政
策
金
融
機
関
の
制
度
を
う

ま
く
活
用
し
て
、
農
業
の
成
長
産
業
化
に
素
早
く

対
応
し
よ
う
と
の
狙
い
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な

い
が
、一
方
で
、最
近
の
取
引
先
企
業
の
農
業
へ
の

積
極
参
入
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
、
農
業
と
食
品
加

工
や
外
食
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
「
農
と
食
」
の
連
携
に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
あ
り
、と
判
断
し
て
専
門
人
材

の
確
保
に
動
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
れ
に
次
い
で
税
理
士
・
公
認
会
計
士
が
8
8
7

人
、農
協
が
4
6
5
人
、中
小
企
業
診
断
士
が
76
人

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、日
本
公
庫
は
、ワ
ン
ラ

ン
ク
上
の
農
業
経
営
上
級
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
も

つ
く
っ
て
制
度
に
磨
き
を
か
け
て
い
る
。
い
い
意
味

で
、好
循
環
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、農
業
経
営
の
現
場
が
ど
う
受
け
止
め

た
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　
北
海
道
千
歳
市
で
養
豚
経
営
に
取
り
組
む
お
お

や
フ
ァ
ー
ム
の
大
矢
智
彰
社
長
は
、農
業
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
の
出
会
い
を
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　「
08
年
ご
ろ
、飼
料
高
騰
で
苦
境
に
陥
っ
て
運
転

資
金
確
保
に
苦
し
み
、最
初
は
、農
協
の
融
資
窓
口

に
駆
け
込
ん
だ
の
で
す
が
、『
取
引
実
績
が
な
い
』

と
断
ら
れ
ま
し
た
。
ワ
ラ
を
も
つ
か
む
思
い
で
北

海
道
銀
行
の
窓
口
に
行
っ
た
ら
、同
じ
く
実
績
な

し
を
理
由
に
断
ら
れ
、正
直
言
っ
て
お
先
真
っ
暗
で

し
た
。
そ
こ
で
、農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
以
前

聞
い
て
い
た
北
海
道
銀
行
本
店
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
室
に
直
接
、駆
け
込
ん
だ
の
で
す
」

　
結
果
は
、「
本
当
に
こ
れ
が
同
じ
金
融
機
関
な
の

か
と
思
う
ほ
ど
、農
業
者
へ
の
対
応
が
違
っ
た
の
で

す
。
私
は
、『
飼
料
高
騰
に
よ
る
緊
急
避
難
的
な
運

転
資
金
確
保
な
の
で
、そ
れ
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
競

争
力
が
あ
る
の
で
乗
り
切
れ
ま
す
。
信
用
し
て
ほ

し
い
』
と
必
死
で
説
明
し
た
と
こ
ろ
、推
進
室
担
当

者
は
1
0
0
0
万
円
の
運
転
資
金
融
資
に
応
じ
て

く
れ
ま
し
た
」。

　
大
矢
社
長
は
「
融
資
窓
口
の
審
査
部
門
と
営
業

推
進
室
の
判
断
の
差
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
推
進

室
所
属
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
長
い
付

き
合
い
が
そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」
と
い
う
。
そ

の
後
、
積
極
的
な
設
備
投
資
の
反
動
で
大
矢
社
長

は
再
び
運
転
資
金
不
足
に
陥
っ
た
が
、そ
の
時
も

農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
親
身
に
な
っ
て
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
危
機
を
乗
り
切
れ
た
。

　
お
お
や
フ
ァ
ー
ム
は
母
豚
数
で
は
ま
だ
全
国
規

模
で
は
な
い
が
、生
産
性
向
上
に
努
め
た
結
果
、母

豚
1
頭
あ
た
り
売
上
高
が
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

豚がストレスを感じることなく快適に過ごせるよ
う環境を整えた、おおやファームの豚舎

おおやファーム株式会社
大矢 智彰 社長

Case 3：農業分野

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
的
確
な
助
言

強
み
を
生
か
し
た
融
資
を
実
行
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い
付
き
合
い
が
で
き
る
と
判
断
し
た
の
で
す
。
農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
結
び
付
き
も
そ
の
延

長
線
上
の
こ
と
で
す
」と
。

　
ア
ド
・
ワ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
は
、北
海
道
内
で
独
立

経
営
の
農
業
者
と
生
産
連
携
し
、グ
ル
ー
プ
力
で

消
費
者
向
け
に
共
通
ブ
ラ
ン
ド
の
野
菜
販
売
を
行

う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
だ
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
の
う

ち
1
社
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
に
ト
マ
ト
を
輸
出
、

ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
は
市
場
開
拓

を
兼
ね
て
ト
マ
ト
の
試
験
販
売
を
行
っ
て
い
る
。こ

こ
で
も
北
海
道
銀
行
が
国
際
部
や
現
地
駐
在
員
を

動
員
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
大
矢
、宮
本
両
社
長
に
よ
る
と
、金
融
機
関
と
の

取
り
引
き
は
、
長
期
の
設
備
投
資
資
金
に
関
し
て

は
日
本
公
庫
の
政
策
的
な
制
度
金
融
資
金
、
運
転

資
金
に
関
し
て
は
北
海
道
銀
行
の
中
短
期
資
金
の

活
用
と
い
う
形
で
の
付
き
合
い
だ
が
、
農
業
経
営

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
関
し
て
は
日
本
公
庫
、北
海
道
銀

行
双
方
の
担
当
者
か
ら
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
が
プ
ラ
ス
だ
と
い
う
。

　
な
か
で
も
、大
矢
社
長
は
「
以
前
な
ら
ば
、金
融

機
関
側
は
、融
資
に
際
し
て
『
融
資
の
裏
付
け
と
な

る
担
保
が
あ
る
か
』『
保
証
人
確
保
は
大
丈
夫
か
』

と
リ
ス
ク
回
避
の
発
想
ば
か
り
。
も
っ
と
経
営
力

や
事
業
構
想
力
を
判
断
し
リ
ス
ク
を
と
っ
て
ほ
し

い
、と
言
い
た
い
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。そ
う
い
っ

た
点
で
、
同
じ
金
融
機
関
の
人
と
は
思
え
な
い
農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
付
き
合
う
よ
う
に
な
っ

て
信
頼
関
係
が
構
築
で
き
た
と
実
感
し
ま
し
た
」

と
い
う
。こ
の
発
言
は
極
め
て
重
要
だ
。

　
こ
う
な
る
と
政
策
金
融
機
関
の
日
本
公
庫
、
北

海
道
銀
行
が
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
通
じ
て
、

互
い
に
ど
う
い
っ
た
連
携
の
実
を
上
げ
て
い
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

　
北
海
道
銀
行
の
上
杉
真
取
締
役
営
業
部
門
長
は

「
06
年
か
ら
農
業
分
野
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

営
業
推
進
部
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
を
新
設
。

日
本
公
庫
の
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
に
積

極
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
現
在
、農
業
経
営
上
級

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
3
人
を
含
め
52
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
い
ま
す
が
、北
海
道
内
1
3
0
支
店
に
も
っ
と
多

く
配
置
し
戦
力
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
営

業
推
進
部
と
は
別
の
審
査
部
、
国
際
部
に
も
専
門

人
材
を
置
き
ま
し
た
」と
述
べ
る
。

　
北
海
道
銀
行
は
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、医
療
・
ヘ
ル

ス
ケ
ア
、
観
光
産
業
を
戦
略
経
営
の
3
本
柱
に
置

い
て
お
り
、そ
の
点
で
も
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
重
要
な
経
営
資
源
な
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
上
杉

民間金融機関との連携特集

アド・ワン・ファームは、一部にクリーンエネルギーを
取り入れたハウスで、通年生産・出荷を行っている

株式会社アド・ワン・ファーム
宮本 有也 社長

＊１　民間金融機関が積極的に農業融資に参入できる環境を整備するため、農林水産事業が開発した農業版スコアリングモデルに関する、会員制の有料サービスのこと
＊２　CDSは、クレジット・デフォルト・スワップの略。補償手数料を支払うことで信用リスクのみを移転する取引

取
締
役
に
よ
る
と
、北
海
道
庁
の
農
政
部
長
O
B
ら

を
ス
カ
ウ
ト
し
、彼
ら
が
持
つ
専
門
技
術
、人
脈
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
積
極
活
用
し
て
い
る
、と
い
う
。

　
北
海
道
銀
行
と
日
本
公
庫
は
15
年
、連
携
の
実

を
上
げ
る
た
め「
業
務
連
携・協
力
に
関
す
る
覚
書
」

を
結
び
、地
方
創
生
に
つ
い
て
も
協
力
推
進
す
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。
現
に
、十
勝
地
方
で
の
地
域

創
生
に
つ
な
が
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
協
調
融
資
し
た
。

　
上
杉
取
締
役
は
「
今
で
は
両
者
で
定
期
的
に
意

見
交
換
を
行
う
ほ
か
、
北
海
道
銀
行
の
現
場
研
修

に
若
い
日
本
公
庫
職
員
を
受
け
入
れ
る
な
ど
連
携

体
制
を
密
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
政
策
金
融
機

関
の
強
み
部
分
の
農
業
信
用
リ
ス
ク
情
報
サ
ー
ビ

ス
＊1（

Aア

ク

リ

ス

C
R
I
S
）
や
信
用
補
完
制
度

＊2（
C
D
S
）

を
活
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

　
こ
う
な
る
と
次
の
連
携
軸
の
構
築
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、日
本
公
庫
は
今
年

6
月
、全
国
銀
行
協
会
は
じ
め
金
融
関
係
団
体
、日

本
プ
ロ
農
業
総
合
支
援
機
構
、
日
本
農
業
法
人
協

会
な
ど
に
働
き
か
け
、
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

活
動
推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
。
政
策
金
融
機

関
が
軸
に
な
っ
て
ヨ
コ
連
携
を
図
り
、農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
活
動
に
厚
み
を
持
た
せ
た
と
い

う
わ
け
だ
。

　
金
融
機
関
が
農
業
現
場
と
連
携
し
て
経
営
力
の

あ
る
プ
ロ
農
業
者
の
育
成
強
化
で
農
業
の
成
長
産

業
化
を
目
指
す
。
連
携
が
プ
ラ
ス
効
果
を
生
む
時

代
に
入
っ
た
よ
う
だ
。

（
文
／
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
牧
野
義
司
）

農
業
の
成
長
産
業
化
で
連
携
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　日本公庫は、国の政策のもと、民間金融機関の補完
を旨とし業務に取り組んでおり、これまで多くの民間金
融機関と業務連携を進めてきました。
　民間金融機関との業務連携・協力にかかる覚書締
結は、平成28年3月末時点で492機関。地銀・第二地
銀・信金では、全国の100％近くにのぼります。

　特に、平成26年度からは、創業や事業再生、農林漁
業など、民間金融機関から連携をより求められる分野
において、連携の実効性を高めるため、新商品の創設
も含めて協調融資スキーム※の構築に重点的に取り組
んでおり、平成28年3月末時点で452機関とスキームを
構築しています。
　こうした取り組みの結果、平成27年度の民間金融機
関 と の 協調融資 の 実績 は、15130 件（前年度比
141%）、6071億円（同113%）となりました（平成26年
度の実績：10714件、5354億円）。

■お問い合わせ　事業資金相談ダイヤル（平日9時～19時）         ０１２０-１５４-５０５

民間金融機関との連携特集

民間金融機関との連携における
日本公庫の取り組み

　特徴的な例としては、平成27年６月に愛知銀行、中
京銀行、名古屋銀行の愛知３銀行と日本公庫名古屋
支店の連携により創設した「地域企業応援パッケージ」
が挙げられます。
　このパッケージは、地方版総合戦略で金融機関に求
められている金融機能の高度化を踏まえ、民間金融機
関と日本公庫が連携して創業、成長、発展、再生等の
各ライフステージにある企業を支援するため取引先の
紹介や協調融資を行う仕組みです。地域の金融機関
が連携し、地域の事業者を一体的に支援することで、
より一層の地域活性化に貢献できます。

　日本公庫では、協調融資以外にも様々な連携に取り
組んでおり、民間金融機関からの融資の〝呼び水効果＂
も期待されています。

　今後も地域の活性化や顧客利便の向上に向けて、
民間金融機関との連携を推進していきます。

・民間金融機関等による無担保資金の円滑な供給を図
るための中小企業向け貸付債権等の証券化支援業務

・民間金融機関による農業融資を推進するため、信
用補完の枠組み（証券化支援業務）を構築・提供

・日本公庫と業務提携する海外金融機関から現地流
通通貨建て長期資金の借入を行う際、その債務を
保証するためにスタンドバイ・クレジット（信用状）
を発行

・民間金融機関が積極的に農業融資に参入できる環
境を整備するために開発された農業版スコアリン
グモデル「A

ア ク リ ス

CRIS」の提供（会員制有料サービス）

・地域農業の担い手となる農業法人の自己資本の充
実を支援するため、農林水産大臣から事業計画の
承認を受け農業法人に投資する投資事業有限責任
組合（LPS）及び株式会社等に対する出資

Special Report

民間金融機関の融資の呼び水に！

連携の実効性を高めるため
協調融資スキームの構築を推進

機関数 全金融機関数
（参考）

業態別締結割合
（参考）

都市銀行 3 4 75%
地方銀行 62 64 97%
第二地方銀行 40 41 98%
信用金庫 260 265 98%
信用組合 84 （注1）109 77%
その他 43 ― ―
合計 492 483 （注2）93％

件数 金額

小規模事業者（創業等） 10,898 1,262
中小企業（再生等） 3,171 3,331
農林漁業 1,049 1,471
スタンドバイ・クレジット制度
による海外展開 12 6

合計
（前年度比）

15,130
（141％）

6,071
（113％）

表1 業務連携・協力にかかる覚書締結状況

表2 分野別 協調融資実績

（注１）信用組合の全金融機関数は、業域信用組合及び職域信用組合を除く。　
（注２）業態別締結割合の合計は、「その他」を除いて算出している。

(注）�同一目的の資金計画に対し、日本公庫と民間金融機関が協議を経たうえで、両
者が融資（保証）を実行または決定したもの（公庫で集計したもの。両者の融資
実行・決定時期が異なる場合も含む）。

※「協調融資スキーム」の内容：協調融資として取り扱う案件の具体的な紹介ルールの
取り決めがなされているもので、なかにはそれぞれの機関の融資制度を組み合わせて、
新商品の創設まで至っているものもあります。

（単位：機関）

（単位：件、億円）
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本
公
庫
に
は
、
直
接
的
に
融

資
業
務
に
携
わ
る
各
事
業
本

部
と
は
別
に
、
シ
ン
ク
タ
ン

ク
と
し
て
総
合
研
究
所
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
研
究
者
は
日
頃
か
ら
総
合
研
究
所
の

調
査
結
果
や
研
究
論
文
を
閲
覧
す
る
機
会

が
多
い
も
の
の
、『
日
本
公
庫
つ
な
ぐ
』
の

読
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
必
ず
し
も
馴
染
み

の
あ
る
存
在
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
私
か
ら
、日
本
公
庫
総
合
研
究
所
の

意
義
深
い
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

総
合
研
究
所
は
主
に
、
中
小
企
業
に
特

化
し
た
景
況
調
査
と
政
策
金
融
に
関
す
る

学
術
的
な
研
究
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
第

1
に
、総
合
研
究
所
は
中
小
企
業
の
景
況
・

設
備
投
資
動
向
を
調
査
し
、指
数（
D
I
）

化
し
て
定
期
的
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

同
様
の
景
況
調
査
と
し
て
は
い
わ
ゆ
る

『
日
銀
短
観
』（
日
本
銀
行
）
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
は
四
半
期
調
査
で
あ
り
、

中
小
企
業
を
一
括く

く

り
に
し
た
D
I
し
か

作
成
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
、総
合

研
究
所
が
発
表
す
る
企
業
動
向
調
査
で

は
、
月
次
で
小
企
業
に
限
定
し
た
業
種

別
指
標
も
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
さ
れ
、中
小
企

業
が
直
面
す
る
経
済
状
況
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
正
確
に
把
握
す
る
う
え
で
は
必

要
不
可
欠
な
統
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
2
に
、
政
策
金
融
に
関
す
る
学
術

的
な
研
究
に
関
し
て
、
総
合
研
究
所
は

研
究
員
の
研
究
成
果
（
一
部
は
外
部
研

究
者
を
含
む
）
を
『
日
本
公
庫
総
研
レ

ポ
ー
ト
』や『
日
本
政
策
金
融
公
庫
論
集
』

と
し
て
刊
行
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、

公
庫
論
集
第
20
号（
2
0
1
3
年
）に
掲

載
さ
れ
た
「
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ

る
中
小
企
業
向
け
震
災
関
連
融
資
の
経

済
効
果
測
定
に
関
す
る
一
考
察
」（
深
沼

光
氏
ほ
か
著
）
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
論
文
は
、
震
災
発
生
後
約
1 

年
間
に
お
け
る
日
本
公
庫
の
中
小
企
業

向
け
融
資
の
雇
用
維
持
・
売
上
高
維
持

な
ど
の
効
果
を
定
量
的
に
試
算
し
た
も

の
で
、学
術
的
な
貢
献
の
高
さ
に
加
え
、

現
場
で
同
融
資
に
携
わ
っ
た
日
本
公
庫

職
員
の
皆
さ
ん
が
「
自
分
の
仕
事
で
震

災
復
興
に
貢
献
で
き
た
」
と
い
う
確
信 中田 真佐男

成城大学経済学部教授

1973年生まれ。慶應義塾大学大学院博士課
程修了（博士（経済学））。財務省財務総合政
策研究所主任研究官、九州大学大学院准教
授を経て2011年より現職。専門は電子決済・
政策金融。著書に『動学マクロ経済学に必要
な数学』（日本評論社）、編著書に『日本経済の
課題と針路』（慶應義塾大学出版会）がある。

［
第
6
回
］

政
策
金
融
機
関
の
活
動
を

調
査
・
研
究
面
か
ら
支
え
る

総
合
研
究
所
に
期
待

日

を
持
て
る
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て
も
有
意
義

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

政
策
金
融
の
資
金
は
有
限
で
あ
り
、
こ

の
希
少
な
資
金
を
必
要
と
さ
れ
る
分
野
に

的
確
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
、中
小
事

業
者
・
農
林
水
産
事
業
者
を
と
り
ま
く
経

済
環
境
を
事
前
に
緻
密
に
調
査
・
分
析
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、政
策
金

融
の
質
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、

実
施
し
た
融
資
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
、事

後
に
学
術
的
な
手
法
で
検
証
す
る
プ
ロ
セ

ス
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
両
面
に
お
い
て
、

政
策
金
融
関
連
の
デ
ー
タ
を
豊
富
に
蓄
積

す
る
総
合
研
究
所
が
果
た
す
役
割
は
非
常

に
重
要
で
あ
り
、今
後
の
調
査
・
研
究
の
ま

す
ま
す
の
充
実
に
期
待
し
た
い
で
す
。

政策金融
あれこれ
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東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
今
年
で
丸

5
年
を
迎
え
た
。
千
年
に
一
度
と
も
い
わ

れ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
級
の
地
震
・
津
波
災
害

に
福
島
の
原
発
事
故
災
害
が
重
な
る
、
ま

さ
に
人
類
史
上
例
の
な
い
未
曾
有
の
大
災

害
に
対
し
、地
元
県
、市
町
村
は
も
と
よ
り
、

政
府
に
お
い
て
も
、①
体
制
（
復
興
庁
の
設

置
）、②
財
源
（
増
税
も
含
め
た
特
別
財
源

の
確
保
）、③
手
法
・
道
具
立
て（
復
興
特
区

制
度
、復
興
交
付
金
制
度
の
創
設
等
）
に
お

い
て
前
例
の
な
い
措
置
を
講
じ
る
な
ど
そ

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
、
こ
れ
ま
で

復
興
は
着
実
に
進
展
し
て
き
て
い
る
。

　

10
年
と
さ
れ
て
い
る
復
興
期
間
の
前
半
5

年
の
「
集
中
復
興
期
間
」
を
終
え
、2
0
1
6

年
度
か
ら
は
後
半
5
年
の
「
復
興
・
創
生
期

間
」
を
迎
え
た
。
後
期
5
カ
年
の
事
業
費

6
・
5
兆
円
を
含
む
総
額
32
兆
円
の
事
業

費
と
財
源
を
確
保
し
、「
地
震
・
津
波
被
災

地
域
」「
原
子
力
事
故
災
害
地
域
」
そ
れ
ぞ

れ
に
、新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
復
興
の

加
速
を
図
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
局
面

に
あ
る
我
が
国
に
お
い
て
「
地
方
創
生
の

モ
デ
ル
」
と
な
る
創
造
的
復
興
を
目
指
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

　

発
災
直
後
約
47
万
人
に
上
っ
た
避
難
者

の
数
は
、
16
年
5
月
現
在
で
約
16
万
人
に

ま
で
減
少
し
て
き
て
い
る
。
仮
設
住
宅
等

で
暮
ら
す
こ
れ
ら
避
難
者
に
対
し
て
、一
日

も
早
く
恒
久
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
が
現

在
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
累
次
に
わ
た

る
加
速
化
措
置
に
よ
り
、
本
年
度
末
ま
で

に
、公
営
住
宅
（
計
画
戸
数
約
3
万
戸
）
の

約
86
％
、
高
台
移
転
等
に
よ
る
宅
地
供
給

八戸青森県

宮城県

（全ネットワークが概成）

三陸沿岸道路

42分⇒22分97分⇒79分

40分⇒20分

77分⇒38分

112分⇒94分

50分⇒29分

約480分⇒約300分

143分⇒100分

61分⇒41分

115分⇒62分

71分⇒51分

みやぎ県北高速幹線道路

常磐自動車道

相馬福島道路

東北横断自動車道釜石秋田線

宮古盛岡横断道路

震災10年後（2021.3末）

釜石

花巻

盛岡 宮古

久慈

岩手県

福島県

大船渡

気仙沼

登米

仙台

陸前高田

宮城県

八戸青森県

震災時（2011.3末）

釜石

栗原

花巻

盛岡 宮古

久慈

八戸青森県

岩手県

福島県

大船渡

気仙沼

登米

仙台

相馬
福島

陸前高田

八戸青森県

宮城県

高速道路網

東北の復興
新たなステージ「復興・創生」へ

復興庁統括官
吉田 光市
東京大学経済学部卒。1982年建設省入省。独立
行政法人都市再生機構経営企画部長、国土交通
省大臣官房総務課長、国土交通省道路局次長、国
土交通省大臣官房建設流通政策審議官、復興庁
統括官。

Topics

地
震
・
津
波
被
災
地
域
は
、「
復
興
の

総
仕
上
げ
」の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る

未曾有の大災害、東日本大震災から5年。この間、日本は総力を挙げ
て復興に取り組んできた。復興・創生期間と位置付けられる今後5年間、
日本は、そして私たちは復興に向けてどのように取り組んでいけばいい
のか―。課題と展望を、復興庁統括官が語る。

※本稿は、復興庁統括官在職中の2016年5月にご寄稿いただいたものです。 20



（
計
画
戸
数
約
2
万
戸
）
の
約
7
割
が
完
成

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、現
在
ま
さ
に
建
設

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。「
地
震
・
津
波

被
災
地
域
」
に
お
い
て
は
、全
て
の
市
町
村

に
お
い
て
18
年
度
ま
で
に
住
ま
い
の
確
保

に
関
す
る
事
業
が
完
成
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
復
興
の
総
仕
上
げ
」

の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。

　

今
後
は
こ
れ
ら
ハ
ー
ド
の
整
備
に
合
わ

せ
、
避
難
生
活
の
長
期
化
に
伴
う
被
災
者

の
心
の
ケ
ア
や
、仮
設
住
宅
か
ら
恒
久
住
宅

へ
の
移
転
に
伴
う
被
災
者
の
自
立
、新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
対
す
る
ソ
フ
ト
面
で

の
支
援
等
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

　

さ
ら
に
、「
暮
ら
し
の
再
建
」
と
い
う
観

点
か
ら
は
、「
産
業
・
生
業
の
再
生
」
も
よ

り
一
層
重
要
な
課
題
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、

グ
ル
ー
プ
補
助
金
、企
業
立
地
補
助
金
、緊

急
融
資
・
二
重
ロ
ー
ン
対
策
等
の
施
策
の

推
進
に
よ
り
、
被
災
地
の
産
業
の
生
産
能

力
は
概
ね
回
復
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、一
度
失
っ
た
販
路
が
戻
ら
ず
売
り
上

げ
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、人
口
減
少

等
に
よ
る
担
い
手
不
足
対
策
、マ
ン
パ
ワ
ー

の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、被

災
地
の
主
要
産
業
で
あ
る
水
産
加
工
業
の

販
路
開
拓
支
援
を
強
化
す
る
。
ま
た
、本
年

を
「
東
北
観
光
復
興
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

図
る
観
点
か
ら
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
含
め
た

観
光
振
興
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

福
島
に
つ
い
て
は
、岩
手
、宮
城
と
は
異

な
り
、
10
年
以
内
で
の
復
興
完
了
は
難
し

い
状
況
に
あ
る
が
、楢
葉
町
を
は
じ
め
一
部

地
域
に
お
い
て
既
に
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
、ま
た
、今
夏
に
は
南
相
馬
市
等
に
お
い

て
避
難
指
示
解
除
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、

復
旧
・
復
興
は
着
実
に
進
展
し
、「
本
格
的

な
復
興
」
に
向
け
て
の
新
し
い
ス
テ
ー
ジ

を
迎
え
る
。

　

昨
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
帰
還

困
難
区
域
を
除
き
、
17
年
3
月
ま
で
に
避

難
指
示
を
解
除
す
る
」
と
い
う
政
府
方
針

に
基
づ
き
、
そ
の
前
提
と
な
る
除
染
や
住

民
の
帰
還
の
た
め
に
必
要
と
な
る
生
活
環

境
整
備
が
当
面
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、福
島
の
本
格
復
興
に
と
っ
て
不
可
欠

な
除
染
土
壌
等
の
搬
入
先
と
な
る
中
間
貯

蔵
施
設
の
整
備
の
加
速
に
、
国
は
も
と
よ

り
、県
、関
係
市
町
村
等
関
係
者
の
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、中
長
期
的
に
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
等
の
推
進
に
よ
り
、世

界
最
先
端
の
廃
炉
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
集

積
等
を
通
じ
て
、
福
島
の
浜
通
り
地
域
の

広
域
的
な
発
展
基
盤
の
形
成
を
図
る
こ
と

と
し
て
お
り
、既
に
楢
葉
町
に
お
い
て
モ
ッ

ク
ア
ッ
プ
試
験
施
設
（
屋
内
ロ
ボ
ッ
ト
）
が

供
用
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
構
想
の
具
体
化

が
進
展
し
て
い
る
。

　

被
災
地
は
震
災
前
か
ら
過
疎
化
や
高
齢

化
等
の
進
展
が
著
し
い
地
域
で
あ
り
、
言

わ
ば「
課
題
先
進
国
・
日
本
」の
さ
ら
に「
課

題
先
進
地
域
」
と
も
い
え
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、そ
の
復
興
に
当
た
っ
て
は
、単

に
元
に
戻
す
の
で
は
な
く
、創
造
的
復
興
の

考
え
の
下
に
「
新
し
い
東
北
」
を
創
生
し
、

「
地
方
創
生
の
モ
デ
ル
」
と
な
る
よ
う
な
復

興
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

2016年6月

2019年 ラグビーワールドカップ
2020年 東京オリンピック、パラリンピック
2021年3月 復興・創生期間の終了（復興庁の設置期限）

・ 構築したモデルの普及・展開へ重点化等
・ 企業・大学・NPOなど民間の人材や
　ノウハウの最大限の活用

関係省庁と連携し、除染、インフラ、
生活関連サービス復旧等

住まいと
まちの復興

「新しい東北」
の創造

福島の
復興・再生

産業・生業の
再生

被災者支援
被災者の心身ケア、コミュニティ形成、

「心の復興」等

・ 引き続き加速化措置を推進
・ きめ細やかに市町村を支援

・ 販路開拓・新商品開発支援
・ 観光復興の推進（20年までに東北6県の外国人宿泊者数3倍を目指す（15年比）
・ 商店街の本格復旧支援等

【完成戸数】
高台移転：43％

災害公営住宅：58％

【完成戸数】
高台移転：44％

災害公営住宅：59％

田村市、川内村（一部）、
楢葉町で避難指示解除等

先導的な取り組みの構築
（13～15年度で計216事業を支援）
マッチング等の場づくり

※2010年比

※2015年12月末時点

（全国で235％）

（16年度未見込み）※

（4月末時点）

（6月13日現在）

（遅くとも17.3までに）

（18.3までに）

※2016年3月末時点
（18年度末見込み）※

【避難者数】
17.1万人 （5月16日現在）16.0万人

2016.3 17.3 18.3 19.3 20.3 21.3

（発災直後）47万人

【水産加工業】

【農業】
営農再開可能面積：74％

施設の再開：86％

高台移転：70％

災害公営住宅：86％

外国人宿泊者数：101％

【県全体の避難者】
9.7万人 9.1万人

（ピーク時）16.4万人

葛尾村（一部）、川内村で
避難指示解除
川俣町、南相馬市で
準備宿泊を実施

帰還困難区域以外の
区域について、
避難指示を解除

復興公営住宅（4,890戸）
の整備完了予定

現状（集中復興期間終了時点）

インフラ復旧は概ね終了。
道路・鉄道は
一部を除き概ね復旧

住まいの確保に関する
事業が概ね完了

【観光】

（東北６県）

相馬福島道路※・
釜石花巻道路一部
開通予定

（18年度）

※霊山～相馬間

三陸沿岸道路※

一部開通予定
ＪＲ常磐線全線
開通予定

（19年度）

※仙台～釜石間の約90％

東日本大震災からの復興に向けた道のりと見通し
復興・創生期間集中復興期間

創
造
的
復
興
の
推
進
に
よ
る

「
新
し
い
東
北
」の
創
生

原
子
力
事
故
災
害
地
域
は
、

「
本
格
的
な
復
興
」の
ス
テ
ー
ジ
へ
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広
域
イ
ン
フ
ラ
の
分
野
に
お
い
て
は
、と

り
わ
け
被
災
地
沿
岸
を
縦
に
貫
く
高
速
道

路
で
あ
る
「
復
興
道
路
」
と
、沿
岸
部
と
内

陸
部
を
横
に
つ
な
ぐ
高
速
道
路
で
あ
る
4

本
の
「
復
興
支
援
道
路
」
は
、本
年
3
月
に

開
通
し
た
北
海
道
新
幹
線
、こ
の
夏
か
ら
コ

ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
運
営
が
開
始

さ
れ
る
仙
台
空
港
と
併
せ
て
、
今
後
の
東

北
の
発
展
基
盤
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、ま
ち
づ
く
り
の
分
野
に
お
い
て
も
、

一
定
の
人
口
減
少
等
を
前
提
と
し
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
や
鉄
路
で
は
な
く

B
R
T（
バ
ス・ラ
ピ
ッ
ド・ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）

に
よ
る
復
旧
・
復
興
を
前
提
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
挑
戦
は
、
今
後
の
全
国
の
地
域

づ
く
り
の
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

産
業
復
興
の
分
野
に
お
い
て
も
、生
産
年

齢
人
口
の
急
激
な
減
少
に
伴
う
担
い
手
・

マ
ン
パ
ワ
ー
確
保
や
、経
営
者
の
高
齢
化
に

伴
う
後
継
者
難
が
大
き
な
課
題
と
な
る
な

か
で
、
労
働
生
産
性
の
向
上
等
創
造
的
産

業
復
興
の
試
み
が
様
々
な
分
野
で
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、農
業
分
野
に
お
い
て
は
、仙

台
平
野
を
中
心
に
農
地
の
大
規
模
化
（
10

〜
30
ａ
→
標
準
区
画
１
ha
）
が
進
め
ら
れ
、

酪
農
分
野
に
お
い
て
も
複
数
の
事
業
者
が

協
働
し
て
東
北
屈
指
の
大
規
模
経
営
に
よ

る
復
興
を
目
指
す
動
き
が
見
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
被
災
地
の
主
要
産
業
で
あ
る
水
産

加
工
分
野
に
お
い
て
は
、製
造
業
の
工
程
管

理
を
参
考
に
加
工
工
程
の
改
善
に
よ
る
生

産
性
向
上
の
取
り
組
み
が
、運
輸
・
サ
ー
ビ

ス
分
野
に
お
い
て
は
、地
方
バ
ス
会
社
が
大

手
宅
配
業
者
と
提
携
し
て
路
線
バ
ス
を
活

用
し
た
貨
客
混
載
輸
送
を
開
始
す
る
な
ど

の
先
駆
的
取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
こ
の
5
年
で
経
済
環
境
や
事
業
環
境

も
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
、こ
れ
ら
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
果
敢
な
挑
戦
は
、

今
後
人
口
減
少
等
が
加
速
し
、
さ
ら
に

T
P
P
等
へ
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
全
国
各

地
域
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
だ
。

　

今
回
の
震
災
で
は
、こ
れ
ま
で
に
な
く
幅

広
い
分
野
で
様
々
な
N
P
O
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
が
活
躍
し
、さ
ら
に
、企
業
も
C
S
R

等
の
観
点
か
ら
復
興
に
大
き
く
貢
献
し
て

き
て
い
る
。
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
や
イ
ン
フ

ラ
復
興
の
分
野
に
お
い
て
も
、Ｕ
Ｒ
（
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
）
に
よ
る
Ｃ
Ｍ

（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

方
式
や
事
業
促
進
型
P
P
P
（
官
民
連
携
）

方
式
が
、建
設
生
産
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
の

先
駆
け
と
し
て
初
め
て
大
規
模
に
被
災
地

で
活
用
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
成

熟
時
代
に
お
け
る
「
新
し
い
官
と
民
と
の

協
働
」の
萌
芽
の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

東
日
本
大
震
災
、
こ
の
未
曾
有
の
大
災

害
か
ら
ど
の
よ
う
に
復
興
を
成
し
遂
げ
て

い
く
か
、世
界
が
、そ
し
て
歴
史
が
注
目
し

て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
単
な

る
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
復
興
の
み
な
ら
ず
、

自
然
へ
の
向
き
合
い
方
や
国
土
づ
く
り
に

お
け
る
「
減
災
」
の
考
え
方
、さ
ら
に
は
文

化
や
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
も
含
め

て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
後
世
に
残
し
、
世

界
に
発
信
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
20
年
に
は
「
東
京
五
輪
」
が
開

催
さ
れ
る
。
ま
さ
に「
復
興
五
輪
」と
し
て
、

こ
れ
ま
で
全
世
界
か
ら
頂
い
た
支
援
に
謝

意
を
表
し
つ
つ
、
我
が
国
の
総
力
を
挙
げ

て
の
復
興
の
姿
を
世
界
に
向
け
て
力
強
く

発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

復
興
は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
が
、
未

だ
途
半
ば
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
の
進
展
に

応
じ
て
新
た
な
課
題
も
生
じ
て
く
る
。
こ

れ
ま
で
の
ハ
ー
ド
面
で
の
復
興
に
加
え
、「
心

の
復
興
」、「
暮
ら
し
の
再
生
」、「
産
業
・
生

業
の
再
生
」
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
取
り
組

み
が
よ
り
重
要
と
な
る「
復
興
・
創
生
期
間
」

に
お
い
て
は
、行
政
だ
け
で
は
な
い
幅
広
い

分
野
の
方
々
の
力
が
よ
り
一
層
必
要
と

な
っ
て
く
る
。
復
興
庁
に
お
い
て
も
、現
場

主
義
を
徹
底
し
、被
災
地
に
寄
り
添
い
、ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
を
引
き
続
き
心
掛
け

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
が
、未
曾
有
の
大

災
害
か
ら
の
復
興
は
ま
さ
に
国
の
総
力
を

挙
げ
て
の
取
り
組
み
を
必
要
と
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
一
人
ひ
と
り
の

引
き
続
き
の
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

市町村からの聞き取った情報（平成26年4月1日時点の住民登録数）を基に原子力被災者生活支援チームが集計。

避難指示区域の概念図

葛尾村

大熊町

浪江町

富岡町

双葉町

南相馬市川俣町

20km

福島第一
原子力発電所

福島第二
原子力発電所

2016年6月時点

（2016年7月12日解除）

伊達市

広野町いわき市

帰還困難区域
居住制限区域
避難指示解除準備区域
旧避難指示区域
解除日解除日：田村市（2014年4月1日）

：川内市（2014年10月1日）
： （2016年6月14日）
：楢葉町（2015年9月5日）
：葛尾村（2016年6月12日）

：田村市（2014年4月1日）
：川内市（2014年10月1日）
：田村市（2016年6月14日）
：楢葉町（2015年9月5日）
：葛尾村（2016年6月12日）

避難指示を解除する区域

凡例

楢葉町

川内村

田村市

飯舘村飯舘村
（2017年3月31日解除）（2017年3月31日解除）

Topics

東北の復興

2
0
2
0
年

「
復
興
五
輪
」に
向
け
て
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今
や
誰
も
が
知
る
普
通
名
詞
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
商
店
街
」。

経
営
者
の
高
齢
化
や
商
圏
の
郊
外
へ
の
移

行
に
伴
っ
て
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら

れ
、地
方
の
地
盤
沈
下
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
。
こ
の
商
店
街
を
買
い
取
り
、地
元
の
活

性
化
に
挑
戦
を
始
め
た
姉
弟
が
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
か
ら
歩
い
て
15
分
ほ
ど
の

沼
垂
（
ぬ
っ
た
り
）
地
区
。
信
濃
川
河
口
に

近
く
、か
つ
て
は
港
町
と
し
て
栄
え
、味
噌

や
酒
な
ど
を
出
荷
す
る
物
流
の
拠
点
だ
っ

た
。
新
潟
に
初
め
て
敷
か
れ
た
鉄
道
の
終

着
点
も
沼
垂
駅
で
、
新
潟
市
の
玄
関
口
と

し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
卸
売
市
場

も
存
在
し
た
。
当
時
の
沼
垂
地
区
に
は
、市

（
い
ち
）
が
開
か
れ
、近
く
の
製
油
工
場
や

製
紙
会
社
な
ど
に
勤
め
る
労
働
者
や
近
隣

の
主
婦
た
ち
が
大
勢
立
ち
寄
り
、
買
い
物

や
食
事
を
楽
し
ん
だ
。
こ
れ
ら
市
を
開
い

て
い
た
店
舗
が
一
直
線
に
ズ
ラ
リ
と
並
び
、

沼
垂
市
場
通
り
を
形
成
し
て
い
た
。

　

か
つ
て
は
人
が
あ
ふ
れ
、人
に
ぶ
つ
か
ら

ず
に
歩
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
の

活
況
を
呈
し
て
い
た
沼
垂
市
場
通
り
だ
っ

た
が
、商
店
経
営
者
の
高
齢
化
、大
型
店
の

進
出
に
よ
る
商
圏
の
郊
外
化
の
波
を
ま
と

も
に
受
け
て
、近
年
は
店
舗
数
も
減
り
、閉

店
し
た
店
が
続
く
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
商
店

かつて市場として栄えた長屋が昨年4月、おしゃれな商店街に生まれ変わった。週末は買
い物客で賑わい、テナント希望者がリストに名を連ねる。新たなブランド創出は、地域活性
化さえも牽引する。若手経営者の出店がきっかけとなった再生への取り組みを紹介しよう。

さびれたシャッター通り商店街が
魅力的な商店街に生まれ変わった

沼垂テラス商店街

Vol.�04 新潟市

シ
リ
ー
ズ

ま
ち
か
ら
、

む
ら
か
ら

左は、昭和34年に撮影された沼垂市場の様
子。右は月に一度のイベントの様子、たくさん
の買い物客で賑わう

生
ま
れ
故
郷
を
再
生
さ
せ
た
い

目
指
す
は「
楽
し
く
面
白
い
町
」
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街
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
「
私
が
中
学
生
だ
っ
た
昭
和
60
年
あ
た

り
か
ら
、後
継
ぎ
が
い
な
い
か
ら
店
を
や
め

る
と
い
う
人
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
だ
ん
だ
ん
人
も
少
な
く
な
り
、寂
し
い

町
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」。
沼
垂
市
場

通
り
で
生
ま
れ
育
っ
た
田
村
寛
・
テ
ラ
ス

オ
フ
ィ
ス
社
長
は
往
時
を
振
り
返
る
。

　

沼
垂
市
場
通
り
に
面
し
た
大
衆
割
烹
店

の
2
代
目
店
主
で
あ
る
田
村
社
長
は
、「
自

分
が
暮
ら
す
町
が
楽
し
く
面
白
い
場
所
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
昔
の
よ
う
な
消
費
者
が

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
賑
わ
い
の
あ
る
商
店

街
に
復
活
で
き
な
い
も
の
か
」
と
思
案
。
自

己
資
金
と
新
潟
県
の
補
助
金
を
元
手
に
、

市
場
通
り
の
1
店
舗
を
借
り
て
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
と
手
作
り
総
菜
の
店
を
オ
ー
プ
ン

し
た
。
2
0
1
0
年
10
月
の
こ
と
だ
。

　

こ
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
シ
ョ
ッ
プ
」（
田
村

社
長
）
の
成
功
を
見
て
、若
い
人
た
ち
か
ら

出
店
相
談
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
2

店
目
は
喫
茶
店
を
備
え
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
家
具
店
、次
い
で
陶
芸
教
室
・
工
房
と
続

い
た
。
と
こ
ろ
が
、こ
こ
で
壁
に
ぶ
ち
当
た

る
。
当
時
、沼
垂
市
場
通
り
商
店
街
は
組
合

管
理
。
規
約
で
組
合
員
以
外
に
店
舗
を
貸

す
場
合
は
制
限
を
受
け
る
。
出
店
意
欲
の

あ
る
若
者
か
ら
の
相
次
ぐ
申
し
出
を
抱
え

た
田
村
氏
は
、
こ
の
組
合
規
約
の
壁
を
乗

り
越
え
る
た
め
、
商
店
組
合
か
ら
全
店
舗

を
譲
り
受
け
る
こ
と
を
決
断
す
る
。

　

14
年
3
月
、一
つ
年
上
の
姉
、高
岡
は
つ

え
さ
ん
と
新
会
社
テ
ラ
ス
オ
フ
ィ
ス
を
設

立
、2
2
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
商
店
街
を
ま

と
め
て
買
い
取
っ
た
。
買
収
資
金
は
ほ
と

ん
ど
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
で
賄
っ
た
。

　

テ
ラ
ス
オ
フ
ィ
ス
の
専
務
に
就
任
し
た

高
岡
さ
ん
は
「
両
親
は
地
元
で
50
年
近
く

飲
食
店
を
営
ん
で
き
て
、
ち
ょ
う
ど
銀
行

か
ら
の
借
り
入
れ
を
完
済
し
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、新
た
に
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」
と
、両
親
の
信

用
力
に
感
謝
す
る
。

　

姉
弟
は
、
会
社
設
立
後
1
年
間
は
準
備

期
間
と
覚
悟
し
、70
％
ほ
ど
埋
ま
れ
ば
い
い

と
目
算
し
て
い
た
が
、思
い
が
け
ず
1
年
で

満
杯
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、翌
年
4
月
に
は

「
沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街
」
と
名
付
け
て
新
し

い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。「
新
た
な
商
店
街

が
生
ま
れ
る
の
は
全
国
で
も
珍
し
い
し
、商

店
街
と
名
付
け
た
方
が
、イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
」と
高
岡
専
務
。

　

沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街
の
特
色
の
一
つ

は
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
に
あ
る
。
昭
和
40

年
代
前
半
に
建
設
さ
れ
た
ま
ま
の
古
び
た

店
が
軒
を
連
ね
る
。
錆
の
浮
き
出
た
扉
や

屋
根
も
目
立
つ
。
ほ
と
ん
ど
の
店
の
間
口

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
2
枚
、広
さ
10
平
方
メ
ー
ト

ル
程
度
と
狭
い
。
一
直
線
の
通
り
に
26
軒
、

70
枚
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
並
ぶ
。

　

も
う
一
つ
心
が
け
て
い
る
の
が
、「
他
の

地
域
に
は
な
い
店
」。
郊
外
の
大
型
店
へ
行

け
ば
、ほ
と
ん
ど
の
商
品
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
。「
駐
車
場
も
な
い
商
店
街
に

来
て
も
ら
う
た
め
に
は
特
色
が
必
要
な
ん

で
す
」と
田
村
社
長
は
強
調
す
る
。

　

商
店
街
に
は
、
青
森
の
伝
統
工
芸
を
ア

レ
ン
ジ
し
て
自
ら
小
物
な
ど
を
製
作
・
販

売
す
る
店
、古
道
具
や
古
着
・
雑
貨
の
販
売

店
、ガ
ラ
ス
や
天
然
石
の
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン

工
房
な
ど
、ユ
ニ
ー
ク
な
店
が
並
ぶ
。
開
店

か
ら
3
時
間
ほ
ど
で
売
り
切
れ
て
し
ま
う

全
粒
粉
パ
ン
工
房
も
人
気
店
だ
。

シ
リ
ー
ズ

ま
ち
か
ら
、

む
ら
か
ら

株式会社テラスオフィス 高岡 はつえ 専務株式会社テラスオフィス 田村 寛 社長

田村社長が最初に出店した手作り総菜の店 ビンテージの和食器などを扱う雑貨店

市
場
通
り
全
店
舗
を
買
い
取
り

1
年
で
テ
ナ
ン
ト
は
満
杯
に
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　新潟市中央区の信濃川河口近くにある、沼垂地区。
市場として使われていた長屋を改装し、昭和レトロ
な町並みを残しつつも新しく生まれ変わったのが、
沼垂テラス商店街。2010年から店舗がオープンし始
め、14年に全体を管理する事務所が開設。15年春に
は、ついに旧沼垂市場のすべての長屋が店舗として
開業した。毎月第1日曜日に開催される朝市は、出店
数も多く、特に人気だ。

管理事務所：株式会社テラスオフィス
新潟市中央区沼垂東3丁目5-22
tel：025-384-4010

　

店
主
は
30
代
が
中
心
で
、20
代
も
交
じ

る
若
い
世
代
が
大
半
を
占
め
る
。「
今
で
も

若
い
人
た
ち
か
ら
の
出
店
相
談
が
多
い
。

こ
れ
ま
で
に
撤
退
し
た
の
は
、手
狭
に
な
っ

て
移
転
し
た
店
以
外
は
一
つ
も
な
く
、
現

時
点
で
56
件
が
ウ
エ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
ス

ト
に
載
っ
て
い
ま
す
」（
田
村
社
長
）。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
申
し
込
み
の
な
か
に
は
、

自
分
の
趣
味
や
夢
の
世
界
の
実
現
だ
け
を

目
指
し
て
い
る
人
が
多
い
の
も
実
情
だ
。

田
村
社
長
は
「
現
実
的
で
な
い
人
は
お
断

り
し
て
い
ま
す
」と
厳
し
さ
も
忘
れ
な
い
。

　

田
村
社
長
が
、出
店
者
選
び
で
“
活
用
”

し
て
い
る
の
が
、商
工
会
議
所
の
経
営
相
談

だ
。
自
身
が
総
菜
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
時

も
「
甘
い
見
込
み
で
は
ダ
メ
」
と
い
う
指
摘

を
受
け
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、出
店
希

望
者
に
は
県
の
補
助
金
の
利
用
や
商
工
会

議
所
に
相
談
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　

新
潟
商
工
会
議
所
の
大
竹
信
也

広
域
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
長
は「
自

分
の
思
い
だ
け
を
抱
い
て
相
談
に

訪
れ
る
人
た
ち
に
は
、こ
れ
で
生
活

し
、借
金
も
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、と
い
う
こ
と
を
し
っ
か

り
説
明
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
。
こ

う
し
た
沼
垂
テ
ラ
ス
商
店
街
の
取

り
組
み
方
に
つ
い
て
、同
商
議
所
の

五
十
嵐
友
彰
中
小
企
業
振
興
部
次
長
は「
中

核
に
な
っ
て
い
る
ま
と
め
役
が
し
っ
か
り

し
て
お
り
、街
と
し
て
ま
と
ま
り
が
あ
り
ま

す
」と
評
価
す
る
。

　

瞬
く
間
に
有
名
に
な
っ
た
沼
垂
テ
ラ
ス

商
店
街
。
各
地
か
ら
の
視
察
も
相
次
ぎ
、そ

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。
知
名
度
向
上

に
は
、
充
実
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
一
役

買
っ
て
い
る
。
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

く
と
、商
店
街
に
つ
い
て
の
概
要
、周
辺
、歴

史
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
項
目
。
沼
垂
テ
ラ
ス

商
店
街
の
略
図
に
加
え
、各
店
舗
の
一
口
紹

介
と
写
真
の
一
覧
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

面
白
い
の
は
ブ
ロ
グ
の
コ
ー
ナ
ー
。
各
店

舗
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
発
信
、過
去
の

ブ
ロ
グ
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。「
若
い
人

は
ほ
と
ん
ど
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て

い
ま
す
。
店
主
も
若
い
人
が
多
い
の
で
抵

抗
感
は
な
い
し
、う
ま
く
活
用
で
き
て
い
ま

す
」と
田
村
社
長
。

　

こ
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
が
奏
功
し
た
。イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
な
じ
ん
だ
若
者
世
代
で
知
名
度

が
急
速
に
ア
ッ
プ
。
こ
れ
を
受
け
て
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
取
材

が
相
次
ぎ
、
来
店
数
の
大
幅
な
増
加
に
つ

な
が
る
と
い
う
好
循
環
を
生
ん
だ
。

　

姉
弟
の
夢
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
市
場

通
り
か
ら
は
や
や
離
れ
る
が
、
同
じ
沼
垂

地
区
に
15
年
12
月
、
サ
テ
ラ
イ
ト
店
と
し

て
写
真
集
と
古
書
の
専
門
書
店
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。「
沼
垂
地
区
全
体
を
魅
力
あ
る
場

所
に
す
る
た
め
、空
き
店
舗
を
サ
テ
ラ
イ
ト

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」（
田
村
社
長
）。

　

再
生
し
た
沼
垂
ブ
ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
動
き
も
見
ら
れ
る
。「
沼

垂
ビ
ー
ル
」
の
製
造
・
販
売
だ
。
沼
垂
地
区

は
酒
蔵
や
味
噌
販
売
所
も
多
く
、「
発
酵
食

品
の
町
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、相
乗

効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
言
え
そ
う
だ
。
周

辺
に
は
歴
史
の
あ
る
寺
院
も
多
く
、「
包
括

的
な
目
線
で
協
力
し
合
え
ば
観
光
地
化
も

可
能
」と
田
村
社
長
の
夢
は
膨
ら
む
。

　
「
沼
垂
は
私
が
生
ま
れ
、こ
れ
か
ら
も
生

活
し
て
い
く
場
所
。
自
分
の
子
ど
も
と
散

歩
し
、地
域
の
人
と
声
を
か
け
合
い
、立
ち

話
も
で
き
る
場
に
し
た
い
。
魅
力
的
な
店

が
オ
ー
プ
ン
し
、広
が
り
が
で
き
て
く
れ
ば

よ
り
良
い
街
に
な
る
は
ず
で
す
」
︱
田
村

社
長
の
地
元
愛
は
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。

（
文
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

杉
本
哲
也
）

新潟県

山形県

福島県

群馬県長野県

新潟商工会議所 中小企業振興部
五十嵐 友彰 次長

夢
だ
け
で
は
経
営
者
に
な
れ
な
い

商
工
会
議
所
の
厳
し
い
判
断
も

協
力
す
れ
ば
観
光
地
化
も
可
能

田
村
社
長
の
夢
は
膨
ら
む

沼垂テラス
商店街
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「
産
学
連
携
の
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」を
締
結
し
、

毎
年
、大
学
の
夏
休
み
期
間
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

15
年
度
は
、
京
都
支
店
の
女
性
活
躍
推
進
委
員

会
メ
ン
バ
ー
、京
都
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
同
志

社
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
運
営
チ
ー
ム
を
組

み
、
9
月
の
実
施
に
向
け
て
6
月
頃
か
ら
企
画
内

容
を
検
討
し
、何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

　

同
志
社
大
学
か
ら
は
、「
先
輩
方
の
生
の
声
を
聞

く
こ
と
で
、社
会
と
触
れ
る
機
会
を
持
ち
、将
来
の

夢
や
目
標
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
業
務
の
説
明
や
職
場
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
だ

け
で
は
な
く
、職
員
の
方
の
本
音
（
入
庫
し
た
き
っ

か
け
や
仕
事
に
対
す
る
や
り
が
い
な
ど
）も
話
し
て

も
ら
え
た
ら
」
と
い
う
ご
要
望
が
あ
り
、公
庫
の
概

要
説
明
の
ほ
か
、
座
談
会
や
業
務
室
見
学
の
時
間

も
設
け
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
大
学
生
と
公
庫
職
員
が
よ
り
身

近
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に
、入

庫
1
〜
2
年
目
の
若
手
職
員
、
同
志
社
大
学
卒
の

職
員
が
輪
の
中
心
と
な
り
、大
学
生
が
話
し
や
す
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、女
子
学

生
が
参
加
者
の
半
数
以
上
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、公

庫
の
女
性
活
躍
推
進
・
職
場
環
境
向
上
の
取
り
組

み
を
説
明
す
る
機
会
も
設
け
ま
し
た
。

　

学
生
の
街
・
京
都

│
。
京
都
市
の
人
口
の
1

割
は
大
学
生
と
い
わ
れ
て
お
り
、そ
の
割
合
は
大
学

数
の
多
い
東
京
や
大
阪
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
京

都
と
い
え
ば
、「
観
光
都
市
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位
」

を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、京
都

市
内
に
は
実
に
多
く
の
大
学
が
あ
り
、
外
国
人
を

含
む
観
光
客
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
も
多
い
活
気

あ
ふ
れ
る
街
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

京
都
支
店
で
は
、
低
年
次
よ
り
職
業
観
の
醸
成

を
意
識
し
た
学
生
支
援
を
行
っ
て
い
る
同
志
社
大

学
と
と
も
に「
同
志
社
大
学
キ
ャ
リ
ア
体
感
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

2
0
1
5
年
2
月
に
京
都
支
店
と
同
志
社
大
学
が

　

参
加
し
て
く
れ
た
同
志
社
大
学
の
24
人
（
男
性

11
人
・
女
性
13
人
、1
、2
回
生
中
心
）か
ら
は
、「
お

客
様
一
人
ひ
と
り
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
の
大

切
さ
や
、社
会
人
と
し
て
働
く
ま
で
に
様
々
な
知
識

を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
」「
職

員
の
方
と
直
接
お
話
し
で
き
、
リ
ア
ル
な
仕
事
の

実
情
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、刺
激
的
だ
っ
た
」「
今

後
、
社
会
人
と
な
り
社
会
に
貢
献
す
る
立
場
に
な

る
に
あ
た
っ
て
、自
分
の
特
徴
や
得
意
分
野
に
つ
い

て
、常
日
頃
か
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、16
年
度
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。1
人
で
も
多
く
の
大
学
生
に
、

社
会
に
出
て
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
／
京
都
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

金
子
孝
幸
）

動く支店 Vol.7  京都支店

企
画
検
討
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

支
店
全
体
で
臨
む
充
実
の
内
容

学生の街・京都ならではの取り組み
「同志社大学キャリア体感プログラム」

公庫職員が業務の内容にとどまらず本音を話すこと
で、和やかな雰囲気で進められた座談会

同志社大学の夏休み期間に実施する当プログラムは、毎
年熱心な大学生が参加する

先
輩
た
ち
の
生
の
声
で

社
会
の
仕
組
み
を
知
る

26



❖ 編 集 後 記
　太陽の陽射しが眩しい季節がやってきました。私は、夏
といえば幼い頃、毎年楽しみだった六月灯を思い出します。
六月灯とは、旧暦の6月（現在は7月）に鹿児島県内の神
社や寺院で行われるお祭りのことです。地元の人からは、
「ろっがっどー」の呼び名で親しまれています。皆さんの地元には、どんなお祭りがありますか？�
その土地ごとの〝らしさ＂がある行事、大切にしていきたいですね。それでは、素敵な夏をお
過ごしください。（藤下）

『日本公庫つなぐ』へのご意見募集

［ＦＡＸ送付先］

　本誌へのご意見・ご感想をお待ちしており
ます。お寄せいただいたご意見などは、『日本
公庫つなぐ』に掲載します。誌面の都合上、
編集させていただくことがあります。

日本公庫ホームページでもご意見・ご感想を
承っております。

宛 先 日本政策金融公庫  広報部
『日本公庫つなぐ』編集担当

03-3270-1643

農業を支援する一員として、新規就農
の記事を拝読させて頂きました。農産物
栽培のノウハウを蓄積し、商品にしていく
新しい農業ビジネスの構想が、非常に興
味深い内容でした。今後の農業の発展
には、他業界からの人材の流入が必要
であり、そういった人材をサポートしていく
ことが日本公庫農林水産事業に求めら
れることだと思います。今後とも貴誌の
記事に期待しております。

（千葉県 旭市農水産課振興班 大村宏之 様）

関市の伝統的刃物産業にかかる記事
を興味深く拝読いたしました。「手工業か
らハイテクへの脱出」が課題として挙げら
れていましたが、トレードオフの関係にな
りやすい「生産機能の向上」と「雇用拡
大」をいかに両立するか、地方創生を目
指す同市の取り組みに注目していきたい
と思います。
（石川県 金沢市経済局商業振興課　　

中村文宣 様）

第4号の特集記事は「攻めの農林水
産業の展開」ということで、貴公庫が支
援された各地の先進事例が紹介されて
おり、大変興味深く拝読いたしました。特
に、同じ県内である藤沢市の企業事例
については、法人として都市型農業のノ
ウハウをプラットフォーム化することで、農
業参入を支援するという取り組みであり、

水源と豊かな自然を資産として持つ当
市においても、非常に参考になる内容で
ありました。今後も貴誌を通じての様々
な情報提供を参考として、貴公庫をはじ
めとする各機関と連携し、地域経済活性
化に取り組んで参りたいと思います。

（神奈川県 相模原商工会議所 
経営支援課 霜島祐亮 様）

「女性起業家を後押し」という記事を
読み、大変興味を持ちました。会社の創
業に係る全ての相談がワンストップでで
き、本業に集中できることはとても有難い
ことです。悩みを相談し合い、率直な意
見を交換しながら、お互いに切磋琢磨し
合う姿が想像できます。女性がさらに活
躍できる社会が作られ、柔軟なライフスタ
イルを送れることは、同じ女性として元気
をもらえます。

（福島県 石田智子 様）

人口減少は事業環境を大きく揺るがし
ており、当社でも商圏人口の減少、若年
層の採用難に直面しています。厳しい環
境ではありますが、私たち中小企業はそ
れを乗り越え、お客様に価値を提供し続
けることで、地域の活力維持に貢献する
所存です。行政、公庫をはじめとする金
融機関におかれても、一層の支援をお願
い申し上げます。

（栃木県 自動車販売業）

地域経済を支える小規模事業者の経
営環境は非常に厳しい状況です。大企
業には成し得ない特色のある商品作りや、
多く知恵を含んだ商品やサービスなど、

潜在的な魅力はたくさんあります。「地方
創生」として、地域の特性を生かした活
動を展開されている記事を拝読し、改め
て取り組むべきことの多さを実感しました。
（静岡県青色申告会連合会　森本淳一朗 様）

海士町の「島をまるごとブランド化」を
読んで、とても刺激を受けました。私の
住む兵庫県はとても農業が盛んな県で、
若い農業者も育っているように感じます。
海士町に負けないように兵庫県や地域
をブランド化して、農業を益々活気づけら
れればと思います。

（兵庫県 野菜生産、野菜卸）

名古屋支店（動く支店）の記事を読ん
で驚きました。女性・女性と言われるば
かりの時代かと思いきや、こんなに真剣
に女性の起業に取り組んでいる人たち
がいるんですね。というか、公庫さんはホ
ントに何でもやってるんですね。

（兵庫県 農家の嫁）

「地方創生」の取り組みに係る各組織
での具体的な施策についての記事で、
特に隠岐郡海士町のそれは大変興味深
く、また驚愕の気持ちにさせられました。
歴史ある地方での創生方法についての
具体的かつ実践的な行動で「よそ者の
発想」の認識が成功の鍵であると…。こ
れは民間金融企業でも必要な考え方で
あり、第三者になった気持ちで、その企
業の分析等を行い、経営者等の幹部は
その結果を素直に受け入れれば、今後
の展開に様々な活路を見出すことができ、
安定した経営に資することができるので
はないかと痛感した次第です。

（広島県 淵上勝伯 様）

ご意見・ご感想

第4号

第5号
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本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転用・転載はお断りします。

『日本公庫つなぐ』は、日本公庫ホームページでもご覧になれます。
広報部では、本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。

https://www.jfc.go.jp/ 日本公庫つなぐ 検 索
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